


ま　ふん　が　き

NHKの　｢炎たつ｣　を孫と見ていたとき'孫がなぜ義経が平泉へ行ったのだと言う拓から'強に色々と義経が出てくるよと　｢輔弁慶｣の綿の本を見せて鼓したところ面白そうだと首うので､丁度学校で｢平乗物繕｣　を習っているので'『能に出てくる源義経』　を書いてやり､そのとき'まった-久し振りで平家物韓を銀んだのです｡学生以来何十年ぶりに読んだ平家物話は､あ1ここは辞であの曲だが､こんな柘がその背景にあったのかと､非常に面白く､それを書いてみょうという気になりました｡初めは'孫を対象と考えました｡しかし､よく考えると'謡曲丁曲づゝについては､ある程度のことは知っていますが､その前後のことなど'なぜ､この曲がと思うようなことがあります｡例へは'威騒音がなぜ出るのか､祇王､仏御前が最後はどうなるのか'木曾義仲と最律の巴のその後､その他締曲にはないことや､梶原景時の練首は楕島の連綿とされていますが､それ以外に二人の辞いなどが物蹄にあります｡臓と平家物請と全く同じ文章を使われていたりしますが'それ以外の青葉では表現が出来ないほど'美しい文章に出会ったり'七五調の叙情持粥のよさ､読めは醗むほど面白くなり､孫を対象としないで'自分の綿の勉強のひとつとして書き始めました｡晒仲間に平家物陣の中から三十余曲が強われていると話しましたら､そんなにあるのか､出来上がれば是非欲しいと貰われ､非常に励みになり､作りました｡作りあがったものの善し悪しよりも､締曲の文章の良さがしみじみと分かりました｡

耗威騒音　かんようミう批鎌首　ざんげん淋辞い　いさかい
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並丁家物菰相と　魂抑曲
阿闇　町田腿

▲しTlり▲

細本には'平家物綿巻二　｢足摺の事｣　に嫌ったものであると番いてありますo　｢足摺の事｣　は巻三ですo

如　　　　　　　　　とら　　　　　　　如

｢御慶の巻の察し　に同じき十一月十二日の寵の刻より'中宮御慶の

た..tし†

気ましますとて　(中綿)　先例も'女裸へ　后､御慶の時に臨んで大赦ありき､大治二年九月Ti　日の目'待野門院御慶の時､大赦行はる1

4･から

番ありO　今度もその例とて､非常の大赦行なわれて'重科の輩多く

Lql一｣

ゆ･q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沸し↑めん

赦されける中に'この俊寛僧都7　人､赦免なかりける泰こそうたてけれとありますQさて　【叡適し拙｣弼吋離京一日唖はr′山慧禦朝融融頑】　とありますが'俊寛

しっL)うじJ_いじ▲もく

は法勝寺の執行でした｡その.頓の叙位､除目は院や主･LJのお考えに

せんqiんわ･rlげJ^

よらず､全-平家の専断になっているなど平家は城塞でありましたo

ししのたに

それで平家滅亡の計りごとを東山の簾の鹿谷という俊寛の山荘で行

加治承二年(∵七八)●ヽ　暮1l　　　一　j】J　..一し汝東邦㌣附貯

当時は中宮であった｡
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如大赦による許し



なわれていました｡この山荘はうしろは三井寺までつゞく薬害無比
じ.+JRか-

の城郭であったとありますo　ある攻､御白河扶畠も御幸なったとき､
湘火的甘　　　　　　　tE(いし

成親が前に合った瓶子を倒しましたo法皇がどうしたことかと貰われたとき,大純音が｢平氏が倒れました｣と答へたので法皇ご機嫌

)_～-1く

よく･誰か猿楽を舞えといわれ､平判官康頼が｢ああ､あまりに頼子(平氏)が多く朕ゆえ'酔いて朕｣と云うと'俊寛が1さてその親子ないかがいたさん｣と､つゞけ.T･･酉光扶師が｢たゞ旨を取るにはしかじ｣と立って､瓶子の首を割ってしまったとあります｡俊東の祖父はひどく根性の曲がった人であったそうで､俊寛も憎の

ご▲フ～ん

身ながら,気性もたけだけしく敵機であったと脊かれています｡

てん.4くいんけ与

成親大約宮は'山門の騒ぎハ諾)で'平家転襟の陰純ないちじ押さ

如　　　　　　　　　　　　　　如王い

へていた,そも内談支度は様々なりしかどもp　擬勢はかりで'この

かな

抹反叶ふべしとも見えぎりければ'多田の蔵人行脚'この事無益なりと思ふ心や付きにけん'つらつら平家の繁盛する有様な見るに､

(#.

鹿の谷の事)

如銚千･･･お酒な入

るもの
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12月1白日｢炎誓l蒜じ三七
J<

脱内相談や準備朔みせかけはか
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かたむ

当時たやすう傾け難し､もしこの沓漏れぬる程ならば､行舶まず失はれんなんず'他<の日より漏れぬ先に返り忠して､命牛かうと恩ぅふ心ぞ付にける｡ということで清盛に告げたのです｡清盛は維反に組した人勢b JTものを肖し抽らへても胸がおさま.i,㌻､

謂貫けて.あの成規が碧は車の数にも候はず､'向法学の御

結梓にて候ひけるぞやo Lはし世を静めんまで法皇むは､鳥羽の北

うつ

殿へ遠しまいらするかt Lからすは'これへまれ御幸をなし参らせんと思ふはいかに｣というと､東盛そのとき､はらはらと疎む擁して｢御運も早末になりねと覚え朕山人の運命の細かんとでは､必ず悪事を思ひ立ち候なり｣-以卜岬-平家がこ1まで栄えたことはみな君のお陰である'君も必ず考え虐されるだろうし,道理と非道を比べれば､道理につ-のが当然だと諌めます｡清盛は貞盛と仲たがえしては具合が惑いと思いーしまります｡成親犬納膏のほか､処罰をされたものは数少なくはなノ'･俊軍丹

揃御企み
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淡

波の少将成経､平判官康轍は薩摩潟の鬼界島へ洗されます｡

※

丹波の少将成経､平判官康頬は島で､短日出所権現に参り祈念していましたC　そして康頼は次のような和歌を改みます｡

薩摩潟沖の小島にわれありと　親には告げよ八重の潮風思ひやれしばしと思ふ旅だにも　なはふるさとは恋しきものを

モとば

これを卒都婆に書き'海へ洗したが'そのi　つが､安芸の厳島神社に凍れつき'ある僧が都へ届け'それが貞盛から清盛に鼠せられた｡入道も､木石ならねは'さすがあはれにこそと意ひけれとあります｡

けJじ

山香初めに書いたように'中宮の慶事のため大赦が行なわれること
になりますが'俊寛については'清盛は　｢俊寛はこの入道がひとしお目に掛けていた男である､所もあろうにしかるに'おのれが=N j I荘

lか.l上d?･Mい

に寄り合して､奇怪なる振舞をなすとはなにことかとー許さなかったとあります｡

あしTJ>

これより先は平家物語巻三　1足摺の暮し　に

如硫黄島

佐多岬吉浦MO粁

※綿では

.〟.熊野

淋千載姓の領地肥肺の榊から
凍土蓋られ■命七つないだ｡成経t群は仲野稚現慧甘くこの血竺蒜稚現去ろうとしたが､健tIt山林　にてこれむ用いずとある那智の･:に似たところむ那智の仰山とし毎日二4　4

竺桝轍税4｡なした



LBいし

『俊寛と云う文字はなし'銀紙にやあるらんと』　か　『我等三人は同じ罪'配所も同じ所なり』　『平家の思ひ忘れかや'執筆の筆の誤りか』と書かれていますが'綿曲の　｢俊寛｣　のクセに　【細く吋融五コ当部巻物を'また引き披き同じ

笥11線^&

り返し'

見

笥引

見れ

LD

頼と'事きたる

句叫｣華噂`利巧瑚′桝1､羽山｣叫裾｣机｣時雨

ある

らんと巻き返してみれども､

俊東とも事

mJ珂udJ叫苛や哉ぬJ禦qJ嘩懸扇J叫感

よと現なき俊寛が有様

を見るこそ

琴叫融｢引-瑚誠】　と締はれi　つの見地です｡

し◆めん

その後､綿曲では'成経康頼が赦免舟に乗るのですが､『価怒頑吋承句ハ叫畠､廿J

康稀の祝に取りつけ

まいしとー　さ

u碑州Ji{L+

ては向かい

頑′地.郵頑`瑚射〉勾引r榔画魂

せてたび

舟チビも櫓柵を振り

ともづな

さすが命の悲し

に'また立

ち返り出船の'

F山部｣鞘郭Jハコ川u

義日割ー司)で｣町射



輝みに押し

たゞ手を合わせて舟

なぎさ

覇ー勅封蛮勇｢｣慧慧叫頑蘭画は｢i引窓コ櫛.町ひ

叫庚召珂喜郎｣同村射』と酪曲では1番の朋的な

･QJ一Tな

表現としていりますが'平家物請では､『すでに枕解いて舟な押し

たけ

出せば､■　僧都は柄に取り付き'陳になり'脇になり'丈の立つまで引かれ出づ｡丈も及ばずなりければ'舟に取り付き｢さていかに､おのおの､俊寛をばついに捨て果て給ふか｡許されなければせめて

LJt

は九回の国まで｣と-どかれけれは'｢いかに､叶ひ侯まじ｣とて

LS■●

取り付き給ひつる手を引き退けて'---　せんかたなさに'洋に

■

上がり倒れ伏し､喚めき叫び給へども'沖ぎ行く舟の跡白披ばかりなりとあります｡

Jtしど

そして舟も沖ぎ根れ､日も碁るれども'僧都あやしの臥所へも帰らず､波に足うち洗はせ'好にしおれて'その夜はそこに明かしける･その瀬に身を投げざりし心の中こそはかなけれとこの項はむすんでいます｡
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▲bん

さてその後'俊寛はどうなったのでしょうQ　僧都の幼うより不便にして召し使はれけるiありO　名をは有王と申しける｡僧都の御娘の忍うでおわしける所へ参りて'｢今はいかにしてもかの島へ渡りて､御行方をも尋ねさらせはやと存じ候Q　御文鵜はって参り朕はん｣　と姐御の文を持ち'薩摩へ下り､かの島へ渡る船津で'人に怪しまれ'

1

着物を剥ぎ取られしたが､姫君の手紙だけは'もと結いに醸し島へ渡った｡都でうすうす聞いた話どころでなく'田も畑も村もない青葉も通じないところであった｡尋ねあるいたが､　｢あそこよこゝよとまよひ歩きしが'その後は行方をも知らず｣　という事であった｡

とんげ

ある朝'磯の方より頼輪なんどの如くやせ衰へたる者'よろばひい

耕二つ

出たり.都にて多くの乞がい人は見しかども七　かゝる者はいまだ見

淋･.1と.A

ず'我餓鬼謙などへ迷ひきたるかとぞ思うO　もしかもしか御行く方を知ったるかとたずねo　｢これこそそれよ｣　と手に持てるものを投げ捨て'砂の上にぞ倒れ臥すと､そこで有王は初めて主人の行方を

Xt'じき淋1<氷で書しむ亡*

7



知ったのです｡｢ひとまず我が家へ｣という手で､有王は俊兼を背に貴い,松の木が1むらはえているなかに'竹を柱に､筆を束ねて梁のかわりに渡し､上にも下にも松の葉をぎっしり結めてあるだけの小鼻でとうてい雨風を防げそうに見えなかった｡音､法勝寺の執行のときは,八十余ケ寺の荘園を尋>Jr･ l棟門,平門の中で四､五百

けんモく

人の従者孝族に蹄まれ'借着の布施をうけながら'修業をつとめな

淡しん■む_ん

かった借施無栃の沖によって'早くもこの世でその報いを受けておられるのかと患うのであった｡有王は奥方が苦労され､三月二日に亡-なったことや'姫君の手紙を見せました｡俊寛は｢この上は生きながらへても､皆に苦労さすばかりだ,それも情け知らずと貰うものだ｣と､みずから絶食し､ひたすら阿弥陀仏を唱へ'臨終にも心を乱さず生涯な閉じました0年三十七才でありました｡

如借着からの　8

布施を受け　lながらみづから反省しないこと



一■　　　　Jk･n lqとけの.ら

祇王　(妓王)　仏原　　(巻一　祇王のこと)

『祇王』は宝生流'金剛洗のみ､『仏原』は観世棟､金着流のみで喜多洗はいづれも現行曲としてはないQ　シテは『祇王』も『仏原』も仏御前である｡『祇王』　ではツレが祇王として出てくる｡さて清盛は,仁安二年十l月十一日､五十1歳で病におかされ､命

じ･･与かいこうけん

ながらえるために､出家入道して'浄海と名のったC　その効鋲か､
淋し.くl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えい･･与

楕痢たちまち庇えたo　出家したのちも栄淵はなお尽きず､吹く風が草木をなびかすように･また降る雨が-まな-国土をうるおすがごとくに,だれひとりとして清盛を仰ぎ敬わないものとてなかった.

し▲うJL*･Eノ

かく天下を単車におさめた清盛には､世のそしりをもはばからず'

L■かい

人のあざけりをもかえりみね'奇怪な行ないが多かった.

しもぴJ_うし

当時,都に名の聞こえた自拍子の名手で'祇王'祇女という姉妹が

も暮ケJ_い

いたoその祇王を清盛は縦愛した｡『祇王』の曲のク七に『Tr･Id

粥持病

9
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雌苛刊dJ耶肇

淋ひ上くれん○
比翼連理

の数を集めて耕

淡　かん_.Rしだい

蛾Ji嘩郵画等叫喧嘩吊｣慧q

聖やJmコ鞘最ハ』と縫っているo

JP

そもそも我が朝に白拍子の始まったのは､鳥羽院の御代に'島の千
上せナいかん

歳･和歌の前なる二人が頼ったのが始めてであるQ　当初は'水干に立烏帽子'白粥巻を差して*い､男舞と貰われた.ところがしばらくたつと鳥相子と刀を廃し'水干だけとなった､それゆえに自相子の名を得た｡このことは祇王の能の　『間狂首』　でも喋りがある｡京中の自拍子は､祇王をうらやむものあり､そねむものあり'また祇の字をつけてあやかろうとした｡かくて三年というに､また､自拍子の上手1人出でたり'加賀の国の仏とぞ申しける0　年十六とぞ聞こえし｡京の人はみな､多-の自拍子を見たが､これ程の上手な舞いを見たことがないと'しきりにもてはやした｡仏御前はあるとき､

派兵の王宮如美人淡男女の契りの

揮いことをい
Anノ

I 0



｢われ天下にもてあそはる1と云えども'当時めでたう栄えさせ給ふ平家太政の入道教へ'召されぬことこそ本意なけれo　遊物の習ひ～何か苦しかるべき｡推参してみん｣　と'西八条の清盛の邸へ伺った0取り次ぎの者の言上を聞き'清盛は気色をそこねて｢何だ'さような遊び女は人様に召されて参るものだo　その上祇王のおるところに､仏であろうが神であろうが許しはせぬ｡とっとと帰れ｣　と云われ'仏御前はやむなく帰りかけたが､祇王のとりなしで'それでは'とにかく今様でも.!　つ歌ってみょ､ということになった｡能の　『祇王』　では'入道に仕える瀬尾三郎という者に､仏御節

･J}4人ノカし

が清盛に会いたいと頼む､『準笥轡弼画く嘩1｣い′両村か顧

笥肌讐華が｣郵鋸刃1笥嘩御笥抑

ふまじき由仰

せ朕処に

湘今様･･･新たに

流行り出した歌

槻五両弼郵り頼通′ーtH戎1拙轟嘩叫射く慧扇は画HココUrmコ当舷コ1噂ーなくてほ叶ふまじき由た

覇憐ー叫宥う.TJTET司郎蜜

義ul腐』　それで清盛は､仏御前に会うことゝしたので､瀬尾



三郎が祇王と仏御前を迎えにゆく｡能では'それから二人で清盛の前で相舞することになるo　　舞は中之舞いであるQ舞がおわり'更に仏御前一人で舞えと嘗われる｡祇壬は　｢わらははこゝにいても由なし｣　と家へ帰ろ-とすが'瀬尾に'それでは浄海殿の戟嫌もいかゞかと｣　止められるo仏御前はみめかたち美しく､声もよく､節回しも巧みな名妓､舞.もきたいにまさる出来栄えだったから'清盛は心を奪われたちまち仏御前に情を移したQ

t i}

I 2

『仏原』　では　『

仏刀自とて

蛋

碗画期花

きて､世上に名を得し遊女ありし

始めは妓

苛動画

し置かれて

葺廊扇司噂叫面魂笥威厳

の内を立

さな+i;

が一慧響利巧ゴー引

なりへ　思はぎ

る折を得て､

仏一轡嘗ー御心ー轡項や何画日射画.拙く丑は〉笥叫劇場頑Pr嘩郵税画材J呈出苛Jl嘩6^^習ー句や叫戦域tず』掃っている｡



仏御前は､｢もともと私はお召しもないのに参上したもの｡祇王御前のおとりなしで召し戻されたものを--早々においとまをお願いもうしとう存じます｣｢そのようなことはまかりならぬo　祇王にはばかって申すのか｡その俵ならは'祇王にこそ暇をつかわす｣　と祇壬は立ち去れとせかれ

i.Tt

るまゝに'三年も住み慣れたところなだけに名残惜しく'襖障子に
._

萌え出づるも枯るるも同じ野辺の革

いづれか秋にあほでほっべき

と事き残し家に帰った｡この年も暮れ'あくる年の春を迎えた頃'入道相国より｢いかに祇王'その後はどのように過ごしているか'仏御的があま

∫-.I

り所在なげに見ゆるゆえ'屋敷へ参って仏の伽を勤めるように｣　と使いをよこした｡母の刀自のせつなるすすめもあり'つらい出仕を

I 3



したQ　しかも清盛が　｢仏御肺を慰めるため､今様を歌へし　という｡落ちる涙をおきへ､

仏も音は凡夫なり　我らも遂には仏なりいづれも仏性具せる身を　知らざりけるこそあわれなれ

と泣く泣-歌った.座に連なる平家の1門公卿'厳し人､諸人夫､みな感涙を催した｡祇王は二十i歳で尼になり'嵯峨の奥の庵で､念仏を唱え暮らすよ

さん士い

ぅになった｡祇女も'母の刀自も念仏三昧の生活をおくることになたC

か-て春過ぎ夏たけぬ｡秋の初風吹ぬれは､星合いの空を眺めつっ'天のとわたる程の集に'思ふ事書く頃なれや｡夕日の影の朽山のはにかくるるを見ても　｢日の入り給ふところは'西方浄土にてあんなりO　いつかわれらもかしこに生まれて'物を思はで'すぐさむらん｣　と､かかるにつけても過ぎにしかたのうき事ども､

i 4



思ひっづて唯つきせぬものは涙なり¢たそかれ時も過ぎぬれは,

▲みど

竹の絹戸を閉ぢふさぎ'灯かすかにかきたてて､親子二人念仏していたるところに､竹の締戸をほとほととうちたたく者はて来たりO　この文はこの項の聞かせ所である｡とくに1かくて春過ぎ鼻たけて以下の七･五調は日本の叙情詩の主張な形作ってきたo

前にあるように､この庵の絹戸をほとほととただく者があった｡こわごわとをあけると思いがけず､仏御肺であったo･^)れはと声をかけると仏御前は'

I 5

｢もともと私は､みずから屋敷へ推参し,あなた様のおとりなしで召され'しかも代わりに私があとにとめられたことの恥ずかしさ､身のつらさo　これを見るにつけても'いつかはまたわが上にめぐり来ることと思われ､あなたが襖障子に『いづれか秋にあほで果つべき』と書きおかれたお宮葉､心にひしと感じておりますU　いつぞやぁなたが屋敷に召されて'今様をお歌いなされたとき､つくづくと



うかれ女の身のつらさを'思い知らされましたo　このほど噂で母子三人様､ご一緒に念仏されている由'聞く忙つけてもうらやましく'いとまを厳いましたが'入道殿お許しになりませぬo　この世の栄華は夢のうち'いちじの栄華を誇って'後生知らずと膏われんも悲しく'今朝ひそかに屋形をぬけだして'このような姿になって参りました｣　と被っていた衣なとりのけると､緑のかみをそり港として'尼の姿となっていた｡そして｢このように姿を変えて参りましたからは'これ迄の罪をお許し下

し▲ま;　　　　　※

され'共に念仏称名し､7　つの蓮の身となりたく､お許しなくは､いづ地へか迷い行き､いかならん苔のむしろ'松の根にも倒れ伏し'命あらんかぎり念仏して往生の本懐を遂げたく､心なきわめて参りました｣　とさめざめとかきくどさました｡祇王は涙をおさえて'｢かほどまでに思い立たれたとは夢にも知らず､浮き世の定めと身の不運とあきらめればよいものを､ともすればあなた様のことを恨めしく軒いました･今は恨みもなく,わずか十七歳の身で.針土をい

揃榛楽の蓮の上

に乗る身

-I 6--

淋この世

浄土反対



A

とい'浄土を願おうと思い定められたのは､真実の大道心､よことの善知識と申しましょう､ともに心を会わせて､嬢楽往生を祈ろうではありませんかしと､四人はそれよりおなじ庵に暮らし､一心不乱に浄土を祈りました｡御白河法皇御創建の長講堂の過去帳に･祇王､祇所､刀自らが尊藍｣と四人l緒に書き収められている｡

<けは

『仏原』のク七の上羽に『琴い～聖輔ノ頑利根蘭画顧ヾ要郵当来再現

▲_

た｡､｡.i!そ･-,もにイ･もれ一＼捨言苧･･JLiり山=,:LJ･L411,.J側蛍
▲ノ一り

打払的しき~の､軌,/J･ f･ ･蝿も卜･て･･,か.～3･小的7,か十,･･.-･jq,良山･

知人間として

真の心

I 7

こ

で~.～..i.ませとて､i=･･･け･1･牢-Il･J懸かもJ;f･†･_ ･かりトjりい1･,

締っ　ているQ平家物語の盛者必衰の思想をこの祇王物語でも､つらぬいている｡『祇王』は華やかさを謡い,『仏原』は物語の後半の妓雪仏の趣楽往生の願いを謡っていると思われるGその華やかさをT祇王』は中之舞を舞い'『仏原』哀れさを序の舞で舞うという違いもある｡



｢平家物繕｣　(杉浦明平記より)鎌倉時代中頃より｢平家物語｣はかなりひろく流行していたよぅだが'それは文字に書かれた本として普及したのでなく'盲法師が繋鷲を弾き語りして伝わったと膏われているQ　青葉にはある程度のリズムを付けることで､聴手に快感を与える｡平家物語にはそういう語りもの特有の性格か今も残っている｡原作者は'はっきり分かってない｡｢徒然草｣　によると'御鳥羽院のとき､盾沸前司行長というものがつくって七　生仏という膏法師に教えて語らせたということになっている｡ところがこの停濃前司行長は出家してから天台座主の悪銭の扶持を受けていたと吾う以外に素性も伝記もさっぱり分かっていないということだ｡

1 8



E闇仙　　血雌

モろももひと

平家物語巻四　｢源氏揃へ｣　に'御白河法皇の第二皇子'以仁親王紘

す▲なり

御母は加賀大納嘗季成郷の御むすめであり'三条高倉にましましければ､高倉の宮と申しけりO　御年十五にてひそかに御元服あり｡故建専門院のねそみな受け'世に出ることなく治承凹年'御年三十になられた.源三位頼政がある夜密かにこの以仁王をたずね　｢あな

｢

た様は本来東宮にも立ち､天使にも即かせ給うべかりし人の'三十まで宮にて渡らせ給うこと､残念とは思し召され朕はずや'ほや御
む拝ん

抹反を起こさせ給ひて'平家を亡ぼし'いつまでも鳥羽殿におし龍

い｣■ど如

め給はせられる法皇の御憤りを安めらせ参らせるは'ひとえに御孝

hツ▲▲つじ

行の至りにて侯はんずれ'もし思し召し立たせ給ひて､令旨を下さ

･･･4<L>

れ給ふものならは'悦び馳せ参らんずる源氏どもこそ､国々に多-

モく_モ･^

候へ｣　と申し上げた.宮は即座には心を決められかねたが'相少納

耗わん号

音という人相見が'　｢位に即かせ絵ふべき御相まします｣　という0

粥人相

I 9



頼政のす1めもあり､令旨伝達の使者を東国へ下され､また'美濃

ふひる

尾瀬の源氏にも触れ'五月十日伊豆の北条蛭ケ小島に着き'統人の雑jB-前石和佐殿にも伝えた･また木曽の義仲へもと中仙道に赴むかせた.

たん】てう

こゝに熊野の別当堪増は平家の重恩を受けていたが､どこからかこのことを開いた｡さて同月十三日､宗盛は清盛に法皇のことをたびたび申したので'法皇を都の八粂鳥丸美福院の御所へ御幸を仰いだ｡こうしているところへ熊野の別当堪増から飛脚で高倉宮が謀反を企てて革を起こすことを知らせてきた｡清盛はひど-怒り｢高倉宮を土佐へ流せ｣と

]4ねふさ

三条大納青葉房や源大夫判官ら忙命じた｡この源大夫判官は三位入道源頼行の三男であるということは'頼政が謀反をすゝめた事をまだ知らないのである｡五月十五日高倉宮へ頼政から｢宵さまの御謀反は'もはや'事あらわれました｡急ぎ三井寺へ人らせおわしませ｣と連綿があった｡翌

粥頼朝

20



卜六日'鳥倉宵がご謀反を起こされてp..井寺へ行かせ給うたと'
4･lJ～

噂が伝わるや､那じゅうの梯動はひと通りでなかった｡_向じ卜六日の夜'頼政も三井寺に入った｡

はJI11いぇい

三井寺では法螺貝を吹きならし'寺内の僧侶大衆を集め評論し.戟

如

山と奈良へ回状を送った｡｢出門は心変わりした｡奈良純福寺はま

I..･ヽ‖2

だ来ない9　ぐずついていると患い結果になると'‥ハ政経へ攻討しょうとしたが､1.ハ政縦には軍兵数方術がはせ参じていたので､　卜1..日明けカ奈良へ落ちようとした｡

‥しし一れノ

綿曲では｢頼政｣　のヤシ､ク七で【雪叫雪じ追

4P I

瀦叡山のこと

2 I

倉の宮のうち'室井､=外に

名も高倉の宮の

･有明の月の

gJTrー巻くLT逓ー拙画頑

山で1､

寺さして

樫に'平家は時

郷里判り劫慧州慧叫1両磯

く

…料の

郵底.郭lr

木幡の関を外

浮き世の旅ご

里句ー肇山聖和｢.慧射ー轟珂割Jー毒口顧】



というところです｡【書芸-f{Ll･1･,)叫-J･2 ･S･蒜LjI･J ･･ ･=t?･ ･ ･告品､急

ち

･iViKに.臼

旗を

わずら

院にして

叫】と綿ふが'

平家物話でも'

その通り者いてある｡

｢去る程に,宮は宇治と寺の間にて,六腔まで御落馬ありけり｡これは去んぬる凍御確ならざる故な｡とて,宇治讐間引きはなし･

▲l

とありますo iハ政経は知盛-梢警トして,云八千余輪姦山うち越えて･宇治の橋にぞ押し寄せたる｡　　　　　　　のぞ

jtぴたた

さてシテの請で　nさる

ゆlけた　　へ

"U

がの-rL ･政Li.-∴U..彬･･..

"urノ　r　ノ　l･.わー一-　　二.　T　'P 1

じ;モ･^くちかわ-しかぷと*

筒井の浄妙明秀は-城の-着て-兜の緒をしめ､霊りの太
方に

は‥簡

井

じ▲ち一斗▲人ノ

_/ヽ/21ノ･ItJ-　ー1,lljLIIIの浄妙.

師'

敵味

WdI釦ー叫鰍緑木】　のくだりは'



如　　　　　　　　　　..1　ち　　　　　　　　　山りt.七･..ら

刀を保き､二十四さしたる果母衣の矢を負い､塗織藤の弓に好みの

ゆJtrけた

J日柄の大長刀をとって､ただ一人'桶の上を進んだo　橋の行桁を〟

条二条の大路を走るごとく渡り'大長刀をふるったo　また'一米紘師という大力の剛の者が､浄妙のうしろに続いて戦ったが､橋桁は狭い'浄妙をおしのけて前へ出て戦ったo　山来法師は討ち死にしたQ下野の国の住人'足利又太郎忠網は　｢ただいまこの渡りを渡らざれは､長く弓矢の名折れなるべし､よし水に溺れて死なは死ね､いざ渡らん｣　と真っ先かけて馬を乗り入れた｡そして大音声にて　｢弱い馬は下手に立てよ'強い馬を上手になせo　属足のとどく間は'手柄をゆるめて歩ませよ'馬はずまは､手綱をかきくって泳がせよ'水

ほ】T

に沈さるものは弓の河に取りかせ'手に手を組み'肩をならべて渡

く▲b

れo　馬の頭沈まは'引き揚げよ'さりとて引き過ぎてかぶるなo　鞍
づげ

東によく乗り'しっかと虎を踏め､水のとどこおりしときは'三頚の上に乗り掛かれ'川中で弓を引くな'敵が射ても応ずるな'つね

淋矢む二十四本

持つこと

2　3



しこちかた

に銀な頼けておれ,真っ直ぐに渡って押し流されるなしと三百余輪の軍兵が一騎も流されず'向こう岸へさっと渡り上がったo

わん.11　　たいが　　　　　　　　　　十･Rのう

締曲では【郵頑-萄和束両頑巧は｢毒雲し虹に･掛胤の吐人rSj･血糊と吊の･.〔.:JiJj;･;け九時挽,税か止り上れ

しもためらはすr
･～l一ー1.蔓117　-　1--r一･-～　-､′蔓

こざ　っざ　っとうち

わ-'水の

～

逆巻くところ

をは'岩あり

下手に立

gき7g水JB欝せく詔叫宥覇者

は弓等を

すべしと

人の下知によ

なれども

路も

蜜】と

締っています｡律シテので【桝郵魂覇､噂ー魂頑融画面盛笥ー肇樹画痢摘心,如来項叫利鞘蘭】と繕うのは'伊賀'伊勢の両国の官兵



Jo上.■ひ･&どし

は馬枚に覗押し破られて'六百余輪が流された｡萌黄'耕似､赤組

か与なぴヤ.I

いろいろの鎖が浮き沈みつゆられゆくさまは'神南備山の紅葉葉の'

いせ､■

峰の嵐に吹き誘われて､竜田川の秋の暮れ'堰につかえて流れはてねに異ならずQ　その中に緋線の鑑を着た武者三人'網代にかゝつて浮き沈みながらゆられているのを見て､伊豆守仲綱が先の歌を詠みましたo　頼政は'左の膝頭を射られて重傷を負いましたQ　兄弟のI伊豆守仲綱も次男源大夫兼綱も討死にし､自害しょうと　｢哩木の､花咲くこともなかりしに'身のなるはてぞかなしき｣　と読み､自害しました　宮も一本の矢に当たり'ご落命されましたQ

25



鵜　　(平家物語の　｢ねえ｣　という字は鶴と宮う字ですが､

lIS水準漢字にはありません)

狩三位頼政は摂津守頼光の五代目'一二河守頼綱の孫､兵庫朗仲政の子です｡およそ三十年前にあたる近衛天皇時代の仁平の噴'主上夜ごとに怯えられることがあったo　大法'秘法といった修法を行なわ

こノヽ

れたがその効果がない｡主上のお悩みは丑の魁'東三条の方角から

おぴ

1　むらの黒雲が御殿の屋根に葎い被ると､主上の怯えが始まる｡
むかし堀川天皇の時代､同じ-天皇が夜な夜な怯えられることがあ

し　しんでん　　　　　　　し　こう　　　　　おのJR　　こくげん

った｡時の将軍源の義家は'紫簾殿の広縁に祇候して､御悩の刻限がくると'弓の弦な三度ひき鳴らし､大音声をあげて　｢前陸奥守源義家｣　と呼ばわると､人々はその声に身の毛の総立つ感じがしたが主上のお悩みもやんだ｡このような先例にならい'武士に命じて警護させることになり､頼政がえらばれたo

26

綿曲には　【これは近術

頼政.那.矢先にかゝり'命を失



湘ー.nしん

ひし鶴と如しゝ烏の∴心にて帳.I"I,叫･;巾噂くわ.＼＼紙‥､叫かせ申し鯨.(..J】そしLJ【さてもS･輔=院誓..<付･=･1.･き､ー_やの頓

耗亡者

一也　dTヽ′

ほひ'主

1-.J=輪の高'噌gE腺に仰せて･/仏を悌

ち来っ　て

ruf御感｣当月

るし更になし

yげ■んr

瑚義1雪-く頑疎義昭

ち

へしとて､

唯一

〓慧矧くUJ華日出
･qがJ>十

垂
の狩衣

に

山鳥の

¶剰高く増扉ー拙い聖1〉異臭｣T郷醜

しこ▲′

摩､eI.L.I.に.敬.り.&･･. jL,､淋殿C.'和紙. i.]臥帳.トて､.敬

限を今や今

怪しき者の姿あ

析ム禦uノVTI､叫司-鋸

程に案の如ぐ､..異義｣

米滋簾の弓(しげとLl)
弓の柄に廉を巻いたもの



刀ぞ刺し

たりける

さて火を灯

ゝと寄りて

けさまに

しょ-見れ

【4.･5 A.時十･･･掛蝦あって'.軸-. ･t ･という御剣女

顧ー里で｣喝射ユ日頃繊刃れコ肘慧即､邦

㍗,如ほととぎす

萄1線d蓑叫

2　8

なか｣

----蘇

政右

の膝をつ

いて

ゆ与は]>づ_

覇日豪｢州NJ山｢卯ノせノ可】

けんモん

と鎌適の意をあらはしたo

みな頼政の歌道にも凍れているの忙感心

した｡称は　【

いれられ

て､淀川の'

つ流れつ

行d乗頑】とあるように丸木舟に入れて流したとあります｡謡曲は,ほとんど平家物語の通りである｡この物語は､近衛天皇の仁平(1去去5)の頃であるが応保T1号年〓T粂天皇御在位のとき､鶴(とらtT1.,ち)と

a

いケ怪鳥の皇居における噴き声がしばしば主上を悩ますことがあっ



たo　先例によって'頼政をお召しになった.宵のうちに　l　声噂いたきり'後は声を立てない｡闇夜であるLt　姿かたちも見えない､どこを目当てに狙いをつけてよいか見当がつかない｡頼政は策をめぐ

粥か･.tらャ

らせ､まず大鏑矢を内裏の屋上へはなったo　鶴は鏑矢の音におどろいて空に飛び立ち'しばらくの間'声低く噂ききわぐ'それを目標に二の矢をとってつがい'ひゅうとはかりきって放せばふっと手応えして'軸は落ちてきた｡という詣ものっていますo

舛矢が飛ぶと大

きなうなりをたてゝ飛ぶ矢



]lbH■
山野鳥　　(平家物語巻五)

かん上■ノJb●･n

なぜ平家物語に鷺'威陽宮が拍てくるのかと不思議に思ったo　よ-

さ一~与

読むと'治凍四年九月二日相模の国大庭三郎替親より早馬で頼朝が北条時政と兵を上げ､石綿山にたてこもつたが'景観が攻め'舟に
▲わか山Tさ

て安房上総へ逃れましたと貰う注進があったQ　清盛の怒りはひととおりでなく　｢頼朝は'さんぬる平治元年十二月'父義朝が謀反なし

いけ¢ぜんLEこ

たるにより､死罪に行こなうべきを'故地禅尼がたっての命を請うたるによって'流罪となしたるものであるo　その恩を忘れ弓をひくは､必ず天罰をこうむるであろうL　また平家の中には頼朝は'威騒

▲ん

音の燕の太子の天も許さぬ計画と同じだから､燕の太子と同じ運命に落ちるであろうと云ったことによるのだろう｡

つもぐ･o

我国の朝敵は'神武天皇の御代に紀州名草那高雄村に土蜘妹がいた'官軍がさし向かって勅旨を申し伝えて殺した｡それ以来朝戒を滅ぼ

ヤから

そうとした輩は､大石の山九､大山王子'守谷の大臣'山田の石川'

如威陽宮(iんま乞う)
次の項ででる
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いTQか

曽我の入鹿'大友の鼻息'-‥--･.B･の将門'藤原締長､藤原信頼

はんかい

にいたるまでに十余人にのはるが､l　人として本懐を遂げたるものはない｡君の威光は絶対であるときう考えから　｢鷺L　や.威暢宮_の話が川

tろ

てきたのではないかと推定しますo　平家物語　1朝敵揃へーにこの隻が出てきますQ
▲んrしんせん▲ん

延音年間の話であるが､離醐天皇が神泉苑にお川になられたとき'地の辺に兼がおるのを見らけると､六位の蔵人にーあの鷺をとってまいれ｣　と仰せられた｡飛ぶ鳥をどうして捕えることができようと思ったが､鷺に近づくと'鷺は羽ばたきしてまさに飛び立とうとする　｢宣旨じゃ｣　と六位が叫ぶと､鷺は地にすくみ伏して飛び1止たな

もん

い｡御前へ持ってくると　｢朕の意にしたがって参ったのは息ながら

いたり

神妙の至りであるC　五位にいたせL　と仰せられて'又'　｢今後は鷺の王たるべLL　と記され首にかけてお放しになされた｡実は､たゞ

3 I



王威のほどをおためしなされようととのためであったo

ねら

綿曲では　【楓

いよりて岩間の陰より取らんとすれは'この鷺驚き判

郡部笥Jl唖くVー出刃扇｢轟噂瑚瑚dyrwtF･ )針山gU引′Uや｡7､両封′～()日､戴桝ノ待｣都議｣～樹醜頑r項噂.嘩噂繋拙J嘩1
4･′I

義叫′戦痕司

び下り'羽を垂れ地に伏せば

岬画室鳳く副JJJ郵扉､姉く巧頑1線.引く∪頑ー勾r.蘭ー刃轡出(噂射ヾ｣日日

し◆く

御薫別勺～～瑚可等引～日豪(廟頑.郵1割t叫轡り頼､巧融′場魂
しぶ′暦日】　とまず同じことを謡っているo

威陽宮
支那の春秋戦国の頃'雑の皇太子の丹と奮う者が､秦の始皇帝に捕われ'監禁されること十二年へ　丹人子が涙を流し　1我故郷に老母あり'暇を賜り'今!　度かれをみん_とぞ軟きけり､始皇あざ笑って｢汝に暇腸はんこと､馬に角生ひ'鳥の軸の白くならんを待つべき



なり｣　とぞ奮ひけるQ　熱丹､天仰ぎ地に伏して　｢朗は-は､馬に角

み.1･Llけ人

生い鳥の頭白くなしてたべ'今一度母なみん"と祈りけるC　冥朗の
∵ト

三宝孝行の志を憐れみ給ふ審なれは､馬に角生ひて宮中に来たり

うと･r･はかく

鳥の頭白くなり庭前の木に住めりけり0　始皇帝烏頭馬角の変に驚き､準..んけん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヤ綿貫返ちぎることを信じ､月を許し本国へ返しけりQ　なは侮しみて～
しん▲んlて

秦と燕の国の境に'楚国といふ国あり｡大きなる川椀がれたり､かの横に渡せる橋を掩まは落つるやうにした1めて渡されたりければ'真申にて落ち入りぬ｡されども水にはちっとも溺れず'平地な行-が如くにて'向かひの岸にぞ書きにけるo　これは亀が鎖らときう数知らず水の上に浮かび米て､甲を並べて通しけるo　丹なは恨みを含んで'始皇帝に随はずo　始畠､官軍女達はして燕を淑さんとすo

けいかはんエ)b

燕丹は大いに恐れて､荊軸という勇Lを招き大将にしたG　契於期という者､始鼻に父'伯父'兄弟を穀されて純の国に逃げていた｡始

◆▲

塵は　｢契於期の首を別ねて差し出したものに賃金五百斤をi:争えるL

淑仏教で三　っ　の※天子の青葉
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と布告していた｡荊酌は契於期のもとへゆき　｢我聞く､汝が頭五l良斤の金に報ぜられたんなり｡汝娘を我に借せ｡とって始皇帝に奉ら

よろ　　Xえいらん　へ

ん｡悦びて都賀を経られんとき､剣を抜いて胸な刺さんは易かりなん｣　というと契於期は　｢始皇帝をうつことができるなら'やさしい

._)A-Ji･.4う

ことです｣　とみずから首を切って死にましたo　また'秦舞陽という剛の者を道案内として秦の都へいったoここ迄が締曲の　｢成陽宮｣　の前提の話でありますQ　謡曲に【勲一項宥

※天子が御覧

になる

都の周り

カ八千三百余里

ぎて築き上

かり

げて'

鉄の築地方四十里

内裏は地より
'または高さ

がん･aん

惟門なぐ.では過ぎ難し

現す垂梨ー蘭画句漸扇等苛は

内に三十

いさご*ウ▲ぱう

山璽笥｣明喝破〉抑融葡~郵頑～掛､動画顧画引r(葡′誓御~磯叫弼威LW｣弼頑山他ヨ一.当村コ郵珂旬畔J‡顧′弧(査顧】　と成陽官の大きさ'豪壮
さを締っているo　これは平家物語と全く同じで'その後も終わりまで同じです｡簡単に書きますが､荊杓と秦舞陽の二人は､秦の郡へ



ほんに▲｣■

やってきますo　そして燕の地図と襲於期の哲を持参したと申し上げると'始鼻は臣下に受取らせようとしたが　｢直々でないと渡せません｣　と断わると'それではと公式の農礼で引見された｡宮殿のさか

しん.JL･<～ふd>九ん

んな威容にp　秦舞陽は気後れして震えたo　皇帝の前に熊の地図と輿

ひつ】■

於期の首のほいった価を御覧にいれた｡横の底に氷のような剣が槻

けいか

されている｡始鼻はそれに気付き逃げようとした｡荊桐はその袖をつかまへ'横のなかの剣なとり始鼻の胸に突きに当てた｡始豊は三

_Jb■■

千人の后を持っている'その中に花陽夫人という琴の名人がいた､その琴を聞きたいから少し暇をくれと膏-ので'琴を開く'この所

)bんr一くり●▲ノか上ん

を締曲では　∩和義7号､糊画感コ慧M慧噂殉｡ー桝纏等甲州り

35

曲.のさえ

り'月の的

柱に落つる声々も涙

よさむか]>

噂蘭画頻出印dl利鞘嘩覇鵬

たtづさ
頚司魂当山叫射

へいふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　.)く

ばうしん　　ヶ　ん

の'粥めを改め

て弔開けや'

の扶をもひか

苛つJ叩柑mコW



に　さん'(ん

けとおしかえし'二三道の

かんかん　　　aか

こし召さ

るれ

き知らでたゞ様々と侵されて

と荊桐の心を綴んだ始鼻は妃の引いた　｢七尺の界風は躍らは地えっ

.｢｣_ll

ベしの意を悟られ'袖を引きちぎって柱の陰に身を醸した｡荊桐も

はん■い

兼Jt陽も肘たれたC　たゞ臓の最後は【慧嘩可噂刃魂｡-

JbJLI1　　AJと

】と終わっている

■で▲フてん

が平家物鱈は　｢やがて軍を通わして'燕丹を亡はさる'蒼天許し相はわは--君に弓をひけば頼朝も同じようになるだろう｣　という人があったと結んでいる｡



闘仰山　　阿州首高倉天皇は'建礼門院の御所につとめていた女房の召使の少女を'

ねモ与-1ほか

お目にかけられたが'世との綿を滞られて少女を召されなくなったCそのためとかく御思案にしすみがちで'惇殿にはかり聴もっておら

･tと▲さ

れた｡時の関白'藤原基房は　｢女子の身分を問膚にされることはありません｡何の不都合が御在ましょう'すぐにもこの基房の養女に

･q<

致し､早速お召しになるが宜しかろう｣　と申し上げが'御凍知されなかった｡その少女は顔をあからめて　｢なんとなく気分のわるような心地がいたします｣　といって里の,家に帰り'五､六日寝たはかり

は方

でとうとう果敢な-なってしまった｡主上は恋慕の思ひに潔-しずんでおられたD　お慰め申そうと建礼門

しけの]E>Jb･.4ウ

院より小菅殿という女房を差しト⊥げた｡小菅は桜町中納育成範郷の娘で､嘗中一の美人であるし､琴がL手であったC　冷泉大綿貫隆房郷がまだ少将だった頃である｡見初めたのが小菅であるo　思ひにた
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へ馬を歩ませた｡亀山あたりの近く'ひとむらの松の立っているかたから'かすかに琴の音がきこえた｡馬ととめてこれを聞くと､美を思うて恋う想夫恋の曲であった｡膿より横笛な抜き､一声吹きならして'門の扉なほとほとと叩き｢御所より仲国がお使いに参りま

･^つついヤしつ

した｣というと,戸を紙めにあけ'小女房が【慧割嘘嘩蘭画｡て何｣叫､郵轡叫腐葺とことわるQ【門

閉ざされては叶ふなまじと

】と門を押しあけ中にはいたQ　｢御

書を賜って参りました｣　と御文を差し出す'小菅が見ると正しく主上の親手であるo　すぐに返事をしたためて､女房の装束ひと重ねを仲国へ引出物とした｡そして　｢入道相国巌が恐ろしことを貰われると叩き'情けさにここへ釆ました｡このような住まいですから琴を弾いたことはありませんo　明日は大原の奥へ参ろうと思ひ勧められるまゝに琴を弾きましたむと｣　はげしく泣き出された｡仲国は馬を走らせ内幕へ帰ると'主上はまだ御座所に起きておられ



たo　主上は　｢今夜すぐに連れて参れ｣　と仰せられるo謡曲では　【華f′叫郵′華疎'常坤でー圭､華参.ja.､轡ij】　とそれとなく迎へが来ることを匂わせているだけであるo　酒宴をして'仲国は舞いを舞い'小菅に見送られて郡へ帰っ　て行く所までであるQ綿曲はさすがに'劇的に作られてあるo仲国は清盛に知られるこ恐ろしかったが'嵯峨へ迎えに行き､内薫
′連れて帰り人目につかぬ場所に忍ばせた.主上は夜ごとにお側へ召されている間に姫君がひとりお生まれになったo　坊門の宮範子内親王である.清盛はこれを知り'小菅をとらへ'尼にして釈放したo



叩〓仙　　由Zi!締曲では木曽義仲のことは､｢木曽｣　という曲にありますo　これ紘

はhLふ

義仲が両道を討ち従えて､都へ上る途中､植生に陣を取った､そこに植生八挿宮があり､八幡大菩薩は応神天皇の化身であられますゆ

i;.くめい

え騎手を季納Lt　明日の合戦の勝利を祈新しょうと'覚明に新書な

くりかむ

書かせ'奉納Lt　翌日の倶梨迦辞の戦いに大勝利を得たと吉う曲ですが､この中の　｢新書ーのところが難しいとされていますo

米かくし;

さて寿永二年三月上旬'兵術佐頼朝と木曽記者義仲との間に確執あり'そのため頼朝は軍勢卜万余輪を率いて､信濃の国へ川発した｡

A_]e>た

木曽義仲はこれを聞くと軍勢三千余輪で依印城を出て'停頻と越後の境にある熊坂山に布陣した｡義仲は今井四郎兼平を使者として頼朝のもとへつかわし　｢そもそも御辺は関八州を討ち従え'東海道より攻め上り'平家を追い落とさんとし給ふ'この義仲も､東山'北陸両道を討ち従え一日たりとも先に平家を減はそうとしておるに､

瀦甲斐武田倍光

の強者による
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いかなる子細あって義仲を討とうとされるか'御辺と仲速いして平家の笑い者になろうなどとは思ひもよらぬ｣と言わせたが'頼朝は｢まさし-頼朝な討たんとする硝反の企てありと告げ知らせる者があるo　ここで手む引-わけには行かぬ｣と答へ返してきた.義仲はやむな-､嫡子の義盛という今年十1才になった小冠者に､
T騎当千の武上をつけて送り'他意のないことか二がした｡頼朝も

それで疑いも解け､この子を我がrと致そうと鎌倉へ帰ったo

ひ.フJ>

木曽義仲は遠く佑濃の国にあり'越前に火打が城を作らせ兵六千余輪で守らせた｡この城は堅愉な城であったが､平家に返り忠するものがあり落ちた｡平素盛をはじめ平家i門人いに音び､経路,通路

とな与十一

息鹿か↑万余輪を横波山へ向かわせた.綿では【割可轟崩画叫嘩細

4　3

琳披

州まで押し

と締っているo　義仲は五万余臓を率いて砺波山にはせ向かった｡義仲は　【

て防せがんと



出】植生に挿した｡

そこで義仲は

い当叫刃引

の中に'

た

るぞ

義

仲何

となう陣取

りしに､

八幡

堀頑拙】と､学僧の人夫房嘗明に新着を書かせ奉納したo綿の願書と'ほゞ同じではあるが少し遣うところもあるので書きま

ま…も▲-い　　　　　　　-い-　　　　　もいせ　　　な主

す｡｢帰命頂礼､八幡大菩薩は､=城朝廷の本雪累牡明君の鼻祖た-,封軒を守らんが為､那㌘利せんが為に､T,7鋸の釘姦し,

けんび

L･_)E>の･qし

三所の権扉を押し開き給へり｡こ1に頻年よ｡この方,平相国と云

¢･Rらん▲た

ぅ者あり｡四海を管領し万民を悩乱せしむ･これすでに仏淡の轡王法の敵なり'義仲いやし-も弓馬の家に生まれて,わづかに箕袋

l｣■▲■

の塵を継ぐ､かの暴悪を案ずるに,思慮を顧みるに船はず,過女天道に任せて､身を国家に投ぐ,紙に義兵む起こして凶鯨を退けんと

44

蒜命摘札蒜毒につけ蒜LL与一八仙人墓誌=宗Sti舟
で雷れ与ゆえ､欝朋の空でら九号】莞;｣讐の仰望や｡

空蒜わん忘､弥望叫の慧
租わし宗蒜警ならかよ_i.

等蒜叫が､芋セl手に品L完志士Lてい子ごさ_く仏
粒の仇で雷芸警告上す.私は.完;#に生長及ばず嘉ら父祖の共益ぎした.柵慧急患三■舟の中洲にはか蓋って詰れ志ん､雷光に

よせ､浩志莞讐汚三



i~さ与

欲す'しかるに開戦向家岬を合わすといヘビも'1牛木だ･政の勇を得ざる間'まちまちの心を恐わたるところに'今.伸に蝕を拳ぐ･軌韻にして忽ちに三所和光の祉増を拝す､触感の純糾明かなり､凶

かつごう

徒株数疑なし､歓を涙こほれて､渇仰肘に染む,なかんTく相川父

<モんt･pぴ･･,A_心

肺陸奥守義家の軌臣､身を簾廟の氏族に帰附して､名女人聖裁家と

･bl▲■ノ

号せしょりこの方'その門菓たるもの'帰敬せずと･.qIうことなし,

こういんかLtべ

義仲その後胤として､朗を傾けて年久し､今この人功を起こす争､
たと▲いじとJ･ろクり●}し●

菅へは嬰児の貝を以て巨細を測り'鳩郷が拝む怒らかいて,降車に向ふが如し'しかりといヘビも､国の為'岩の為にして此な起す,全く身の為'家の為にしてこかか起こさず,息の李り神感空にあり

ち..らけんい

頼もしきかなp畠はしきかな-伏して願はくは,紫朗奴を加へ,東

もた

神力を合わせて､勝つ皐女7時に映し'仇を四方へ退け始へ､焦れ

たん●斗▼ケり▲けんiL･1rいモL･

は即ち丹祈実膚に叶ひ､玄鑑加護むなすべくは､まず･つの瑞相を見せしめ給へー寿永∴年五月十･日　源義仲齢.?て射す　このよ

兆しに兵志げ'仙仙志とうとしてい上す｡しかし､ここにや火の-恥と対伸しょ王が即㍗J-がもう
云ヒが｡志ん哨兵の心の£t

bL'あるの怠れていました至も拙いの芝のゼ失望桝神蒜祉むはいナきとがでさよした､沖へ
蒜結城批はあさtLnかでp池触志

はすことは淡いあ｡忘ん､･3ぴの
書｡状がこぼれ､神助の裾如さは

別に管を､-)13に相蒜蒜曲水がよの氏神と仰ぎ､自らかLLn(叫太郎と名誓て以瀬　r lに油なるもの蒜仰せ沖けないせはあ｡忘<この戯仲もモbTS胤とし〔.芸_く敬仰してい与.今私が人S志こす加は雲(は､水子が誓人軸
芸宗り､か芸｡が芸*志

｡トげて大きな巾にいち.向かうようなJので雷_Jよう｡私芸奴は州JlJか_ =でiLuよことに仁のもしくr書はしい限｡でナr神の収とI収むもJよして､弛むもし私芸心のい冒が叫鹿芸ない如拙志｡
芋ならは先ずよき兆志Li.j卜

きい｡卿f仲触って由†



ぅ忙したため終わると'義仲は二筋の矢を添えて神殿に奉納した｡すると事の中から山柚三羽が飛んできて'白旗の上に舞い粘った｡【さてこそ平

価

が裸dJl′惑い】　とあるが'源氏

は'日暮れまで時をかせぎ'夜になって平家の大軍を倶利伽羅谷へ追い落とそうと計った｡平家はそれとも知らず'いたずらに日を暮らした｡とか-するうち､頼め手へ回った源氏の一万余騎ほ倶利伽帝の堂のあたりで'どっと閑の声を上げた'振り返ってみると白旗が辛のように上がっている｡そのうちに大手から木曽勢一万余騰が閑の声を合わせ'さらに珊波山の麓に醸しておいた一万余騎'今井四郎の勢と前後四万余騰がわめき上げた声は山も川も一度に崩れるかと思うはかりであったo　闇は次第に濃ゆくなる'前後から敵は攻めて-る'一度くずれ立つとこれを立て直すことは容易でない'我先にと倶利伽羅谷へと馬を乗り下ろしたQ　その結果'馬には人が'人には馬がおち重なり'おち重なり'平家の軍勢で生め尽くされた｡

※謡曲乱曲F倶利伽弟落】さる種芸芙れば､取に大*と1王*忙千翌年嘉
等甘t完に火志し竺

払ひ空は'光丘車完宗
吾､五月W､おぼつかなく

も叶圭も叶から呈蓋むれは散大*と心神､左右なうW｡緒言し七､十井の四郎六千余冊大手よ｡㈹七作れば牡も蒜の五万余f.iに
望､ど言食わすれば､撤

収も軸も収｡あ(す仇利伽Eが谷には言薄つ､馬には人人位はY琳主な｡洋も一り､七万余柵は仇利伽相が'谷の群書-Iも､淡くなちMめたりけり.
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L■u丁･d)A)

その為,この谷の辺には'矢の穴や刀の傷跡が今でも残っていると開くとあります?

くりi[J)

捕曲では7,倶利伽羅の戦いは･曲の最後に【部七JTj要融､倶那加経が.打に血卜軌.とし,勝利を.～;j･しも筆に八時の柑･りなこ　こ結んでいる｡]bね+り

せ員　盛　　(巻七　葉盛)

ゆrl･r･し1ILLんろ,*,

締曲の｢実盛｣は'遊行上人が説法しておられると!人の老翁が毎

かっも●ら

日聴粥に来る｡実は実感の幽霊である.そして後半に甲曽姿の実盛

しのはらくわ

が現われ､榛原の合戦の様子を辞し-語るのであるが'謡曲では篠原の宣戦が主体である｡平家物語によると'石橋山の合戦のとき'頼朝に矢を向けた武士達は､みな都へ逃げ上り平家カについたo　これ等のもめは･次の軟のあるまで連日集っまって'宿所で酒宴をしていた｡実盛の所へ集まったとき実盛が｢つらつら当世の有様を見
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るに､源氏の方はますます強く'平家はどうも放色が悪い､おのおの方'木曽殿の方へ参ろうではないか｣　と云うと1同　｢げにも｣　と同意した｡また翌日　｢さても､昨日実盛が申したことは'どう思わ

tた○

れるぞ｣　と尋ねると'俣野五郎という者が　｢我等は東国にて人に知られた者'旗色を見てあちらこちらへと'寝返っては見苦しい'おのおの方はいざ知らず'この景久はあくまで平家の味方して討ち死

かくご

にする覚悟だ｣　と云った｡実盛は　｢実はおのおの方の気を引いてちょうと思って云ったことだ'実盛も今度の北国で討ち死にしょうと
かノヽ))

覚悟をきめた｣　と改めて真意を明かした｡しかもその約にたがえず'その座にあった二十余人が残らず'北国で討ち死にしたのは哀れである｡さて平家は加賀国の篠原に退き人馬を休ませていたo　声永五年五月二十日に'木曽勢五万余騰が押し寄せた｡

y】丁

武蔵の国の住人長井斉藤別当乗盛は味方の軍勢が総崩れになった中
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でただ1騎'引き返し引き返しては､防ぎ戦ったo　かねて覚悟を決

ひたたれ　　氷18上玉gL ybがた

めていたので'赤地の錦の直垂に'萌黄賊の鍵着て'鍬形打ったる帝の緒をしめ､黄金作りの太刀を楓き､二十四本差したきりふの矢
.I Xしけと,　　　　　　粥わんせん▲しけ　　　.bん･.(くりん

を負い滋藤の弓を持ち､連銭葦毛の馬に金津輪の鞍をおいてまたがっていた.木曽殿の方から手塚の太郎光盛が進み出て'声をかけたo
し●し▲▲ノ

｢殊勝なり｡いかなるお力なれば'味方の勢はみな落ち行きたるにへただ1騎籍み止まって戦わるるとは'さてもゆかしきお心はえと見えたり'名乗らせ給え｣｢そういうわどのはたれぞ､なんと申さるる｣｢停渡の国の住人手塚太郎金利光盛｣｢さては'たがいによき敵なり'和殿を見下げるのではないが'存ずる旨あって'名は名乗らぬ｣と斎藤別当が馬を押しならべた｡手塚の郎党は'主人を討たせじと'斉藤別当とおし並べて'むんずと組みついた｡

如下の方ほど色

をた

舛葦

斑た
叫弓

を

薄くはかし繊毛に灰色の点の交じっ色の馬の柄の部分藤で巻く弓



｢おのれは日本云剛の者と組み打ちする気か｣と胸ぐらをとって引き寄せ,鞍の前輪に押しつけ身動きもさせず首かき切って捨てた｡手塚の太郎は,左手に馬を回し､実盛の鎖の草
>]>

摺りをま-りあげて･二太刀刺し,弱ったところに組みついて,ともどもに馬よ｡どうと落ちたo戦いに疲れ･手傷を負い･その上老武者である｡ついに手塚のため組みしれ,首を落とされた｡｢光盛は'奇異の曲者を討ち取(.て参りましたo侍かと見れば錦の直垂を着ております｡また,大将かと見れば,続-軍勢がおりません｡名乗れや名乗れと兼めましたが･遂に名乗りませぬ｡青葉は関東なまりでした｣このあた｡ほ､締曲のシテの語りと同じです｡木曽殿は｢おお'それは､斉藤別当でないか,しかしそれなら､白

びんひけ

髪のはずだ'饗封の無いのは解せぬ.樋口次郎は見知って居ろう,樋口を呼べ｣樋口は一日見るなり,
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｢あないたましや'斉藤別当にて候｣　と涙を流した｡｢それならははや'七十才をこえ'繋がの集いのはなぜか｣と尋ねちと'摘口次郎は涙をおきへながら､｢斉藤別当が､つねづね『六十すぎて戦場へ向かうときは'撃や封を黒-染めて'若がえろうと思っている｡白髪頚を振り立てて若殿

JPJb-･1-1け…･Qなど

はらと先駆けを争うも'あとなげなし'また､老武者と人に侮られるのも'口惜しい』　と云っておりましたが'はたして染めて参りました｡ためしに洗わせて御覧じませ｣木曾教が'首を洗わせて見るとすっかり白髪になった｡また'肺のク七に【璽｣画重義引tq幻】　は'宗盛にいとまご,いに参上したとき､｢この度｣　北国へまかり下りますうえは'さだめて生きてはかえりますまい｡われはもと越前の住人o　近年はご額を賜って'武蔵の長井に居住しておりました｡事のたとへにも『故郷へは錦を着て帰れ】
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とかo　なにとぞ'錦の直垂の着用をお許し下さい』　と申したので'

し●ばいしん

内大臣も　｢けなげにも申したるかな｣　お許しになった｡昔の朱買臣

かいけい∫んひ●が

も'錦の枚を会稽山に翻し'今の実盛は'その勇名を北国に上げたとも云えよう｡さる四月十七日'十万余騎で都をたった平家の軍勢は'五月下旬に郡へ帰ったときは'二万余韓であったC晒曲の後半'とくにシテの語り以後はほとんど平家物語と同じです｡

とJbむね▲んr

前半については'綿曲の本の最初の解脱に　｢時宗縁起｣　に　『加州江沼郡篠原という砂原に'実感が首洗之池とて大きなる池あり｡その上を手篭山という0　昔このところ実感･光盛組肘の場なり　(中略)その後'相模国藤沢他阿弥上人巡国の節'このところを通られしに'

I)<Yy

実盛の魂吹出で'跡を弔ひ給へといひて見えず｡上人感涙Lt　この

.亡▲ノJ>'■′

ところに七日逗留して別時の大念仏を始め給う』　とあります｡こうしたところがら作られたのでしょう0
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巴.　兼　平　　(巻九　木曾の最後)

さ]I4のかみ

義仲は'寿永二年八月十日左馬頭に任ぜられた｡朝日の将軍という院宣を下された｡しかし我が高名顔に'官位の昇進を思うまゝに行

ひんし●ノヽ

なったり'行儀作法も悪-'年産なかったが義仲を恐れて'口にしなかったo平家は'讃岐の屋島にあり'山陽道八ヶ国'南街道六ヶ国を攻め取っ

#

た｡義仲は直ちに討つ手を差し向けたが､備中の水島に破れたo

tんじ●

義仲はこれを聞き｡7万帝を率いて備中の国万寿の庄で勢揃いLt屋島へ押し渡ろうとしているところへ'京都の留守に残しておいた

ち.-ら.d?いさんモ,A

樋口次郎兼光から｢十郎蔵人が院の御寵愛を得て'さまざまに漣奏されておられます｡西国の戦をしはら-差し置かれ'急ぎのばらせたまへ｣　と伝えてきたので'都へ馳せ帰った｡都には'源氏の軍勢が満ちあふれていた.いたるところで'人家に

り▼くだつ

侵入して鴫奪するものが多かった｡賀茂'八幡のご料地にさえ'見

※肇感(ひんLev)

顔をしかめる

如水島の戦
対空年間十月
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)NJTさ

さからいな-押し入って'青田を刈って株にする連中もいれば､人

ちI■Jb

の倉をニ)じあけて物を取る連中もいたo法皇から義仲へ｢狼籍をしずめよ｣と仰せられた｡義仲は都の守衛をするものが､その辺にい-らでもある田を刈らせ珠にし,兵糧米を調達したとて,別に異にするに当たらぬ.宮々の御所や大臣の家に押し入ったわけでない｣とほざいた｡法皇もようや-木曾討伐を思いた1れる様になり､召すべき武士もないまま'叡山と三井寺の僧どもを召され,公郷,敬上人も軍勢を集めた｡近江守源蔵人仲兼,山本冠者義高等法住専へ龍もったが'今井四郎兼平,樋口次郎兼光等に攻められ,斬られた首を六条河原にかけならべられた｡義仲は家の子郎党を集め｢義仲はT天の君に向かい戦に勝った.わしは主上になったものか,法皇になったものか'法皇になろうと思うが坊主頭もおかしい,主上になると'童になるのはこまる｡さらば関白になろう｣といった｡



覚明がすすみ出て

tつ･<い

｢関白になるのは'藤原鎌足の末南の藤原氏だけと決められています｡殿は源氏でいられますからr　関白になれますまい｣　といったo

ろ}■L■

裁仲の狼籍をしすめようとして頼朝は'弟の範頼'義経に六万余輪を率いさせて都へ上らせたが'もはや御所も内幕も焼き払われたことが伝わり'｢今すぐ都へ上って'い-さすべきでない｣　として尾演の熱田の辺にとどまっていたo義仲はこの情報を聞き'平家に使者を送り

.J.Y･ウらく

｢急ぎ上洛せられよ｡1　っになりて'関東へ馳せ下り'兵概の櫨を肘伐せん｣　と申し入れた｡何か今の世のどこかの国と似ているようだ｡寿永三年正月十一日義仲は院に参上して､平家討伐のため西国に出陣すべき由を奏上したo　十三日出発と決められたが'東国より頼朝が'範頼'義経を差し上せた数万余騰がすでに美濃へ　伊勢の鞠に到
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連したと首う情報が入り'義仲は直ちに'宇治瀬田の橋を引き外し'瀬田へ今井の四郎兼平の八百余騎'宇治へは五百余輪を差し向けた｡佐々木南桐'梶原景李を先陣に'源氏は宇治川を一気に突破すると'裁縫はたちまち都へ入って法皇の御所をおさえた.法皇を取られた木曾は'もはや賊軍である｡わずかな手勢を率いた義仲は'瀬田あたりを固めていた腹心の､今井四郎兼平を求めて'源氏の大軍を駈け破り駈け破り'駒をすすめた｡今井もまた'義仲の身を案じて引き返す途中'はったりと出合ひ'手を取りあって喜んだ｡さて轟仲は'借換から'巴'山吹という二人の美女を都まで連れてきていたo　山吹は病のために'郡に残してきた｡巴は'色白く､髪

上･r･げヶくt･l～,A

長-'容貌が真に美しいo Lかも屈強の荒馬乗りで'どんな難所でも乗り下りLt　弓矢打物取っては'如何なる鬼神にも立ち向かおうと首う1　騎当千の勇婦であるo　多くの者が討たれたが'巴は討たれもせず､最後の七輪のなかに残っていたo
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綿曲の　『巴』　のク七では　Tさても義仲の.､‥官.演.を出でさせ給ひしは

と,_q斗-りか･Lt

句碑劇画頑(御醜dlつ唖′裁く融〉池.Tへ､廊最∵DJ斬ー碗画両r¶麟襲跡句鴎｣町輔､で扇ー≠`く｣鄭線引賓叫五､頑融7､を嘩喧ー聯動機.畏tーJ(推転〉頑亡君扇振舞の'なき世語り』　と摘い､その後粟津ケ原の合敵の様子な謡うことになるQ義仲と今井の周囲に散り散りになっていたものが駈け集まりいつか三百余騎になったo　義仲は巴を呼んで.そなたは女だ､これより､いづくなりと落ちて行くがよい｡われはここで討ち死にする覚悟だ､義仲は最後まで女を連れていたとあっては末代までの恥となる'とう去れ｣　と百われたQしかし巴はなお離れがたく､　｢よき敵と出会い､木曾殿に最後の戦してお目にかけ別れたきもの｣　と'馬をとめて待っていると'そこへ'武蔵の国の佳人の御田八郎帥垂三十勝はかりが現われたo　その中へ削って入り'御田八郎に押し並べ'むんずと組み'引き落とし

57



首かき斬った｡そして鍵を脱ぎ捨て落ちていった｡さて『巴』の綿では『票｢慧1畢慧可轡等-細巧拙慧叫っSJ魂棚

むつ_

掛中村叫り動画叫IIP･-蒜画嘩瑚叫魂尋叫ばr慧ー瑚項潮
かよい.A)み∫わ

I.W琴動画iTlIiiB-雪目-でー榔亘り叫べく顧画項線引姉1く′潮来
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の滝波枕を

を近くなさ

J郡山(項1(ー風~瑚′研封五Ul嘩顧111心｢JW笥扉｢れ

っ　て隙かれ

長刀柄長くお

り延べて'凹

一所に当たるを木の葉がえし

も落つる

畳んで戦かひけれは'

皆7　万に切り立てら

れて後も遠か

に見えざりけり

後も追かに見えぎりけり'今は

これまでなりと

立ち返り

身たてま

儀わしや

この松が根に伏したま

りを置き給ふ

巴泣く泣

く賜りて､死

やらぬ､君

どもくれぐれの

の悲しさに'粟津の

なし▲′も

に立ち寄り

上帯きり

静かに脱

に脱ぎ捨て'

小袖を引き被き

に引きかく

なる借楽笠を木曾の里に

び

給え

'涙と巴はただ一人落ち』と現わしているo

きし後ろめたさ

巴はその横､越後の国へ落ち'尼になった｡



『兼平』　の曲では義仲'兼平の三百余蹄は敵六千余帝の中へ駈け入ったo　群がる敵を駈け破り'駆け抜けし敵の後ろへ出たときは'今井とただ二人となっていた｡そこへまた新手の五十騎ほどが現われた｡今井は義仲に｢兼平はこの敵をしばらく防ぎ参らせる'召はあの松原へ人らせ給え｣という｡義仲は｢多くの敵に律ろを見せて'ここ迄きたのは､ただそなと1iと所で死なんが為であった､一つ所で討ち死にしょう｣というのを'

▲か-

兼平は｢最期に不覚ないたさは'雄性までも名に騒がのこります'ただ曲げてあの松原で静かに御自害下さい｣　という｡裁仲もっともと粟津の松原へと駈けた｡正月の二十1日'田には背

ふi[だ

水が頒り弛め'何れが深田とも分からず'忽ち深田のなかに馬の足

▲'Jt'+

を踏み入れ､鐙を雌ん張っても'鞭で打っ手も馬は動かず'そのときいづれともより放たれた矢が'義仲の兜の内に当たったo　痛手にたまらず馬よりどうと落ちた｡そして石田の郎党二人が駆け寄り'
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っいに義仲の旨を上げたo　そして首を太刀の先につらぬき,高々とさしあげて　｢木曾殿をは､三浦の石川為久討ち取ったしと名乗るの兼平の耳に入った｡｢今はたれをはかはわん｡これ見たまえ'東国の殿原,日本.,の剛の者が自害の手本よしと叫び'太刀の切っ先を日にふくみ,馬から真っ逆様に飛び落ちて死んだ｡晒曲『兼平』の後半､サシ'クセ以後は,ほとんど平家物語と同じである｡兼平の最後のところは

6 I

『出雲慧琴楓

の広言と

郵崎刃腺ー11J7/.(付

騎当千の'

汀にお　っ

妹手卜史

ち破り駈け

その後'

自害の手本よとて

太刀をく

失せ

にけり､兼平が最後

叫ノ情感｢副い慧矧

す有様

なり』　と締っているo



さて義経は木曾義仲を都より追討Lt　寿永三年汁月∴十九Elt　範頼義経は参院して､平家追討のため.に西国へ発向すべき山liを扶卓に秦上した｡西国に落ちた平家は､勢いを盛り返し'去年の冬頃から福原の旧都に住み着き'41　ノ谷むは西の城郭に構え'東の恥EHの森を人手の一人戸と娃めた｡

こん

源氏のほ人手の人絹は範頼'捕手の人将は義経'人手は摂津の_司昆
llC

陽野　(伊丹)　に'捕手は乃波と播帝の噂三輩出の寮に陣取りをました.義経は革む二手に分けt t肥次郎実平には'　ノ谷の蛸の木戸

ひ上ど)E･こ･1

口高石芸伸一へ'義経は.ノ谷の後ろ鴨越へ向かうことゝしますoこの鶴越の坂落としは席名な絹であるo
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▲ぴら

姑朋　(巻九　二度駈けのこと)｢糠｣　の曲に　【割豪､′嘩幻dt肇.観､唖.義ー蜜両→〉顧雨読｢水由つT斬
.叫ぶ部署､線1尋～当町勝｢都南′堀感面.轟､華Vー力感ーー雪蘭誠良.車頑ー鎖線

鞘､轡画′コく谷画細晶｢瑚融､粛ー蛾.史融誠喜.｣ハ豪叫融-榔～6.VJ'享有

ひtが▲

は赤旗いくらも立て比べ'春風にたなびき天に翻る有様､猛火宴を蝋石日当い当鳳､‥利ヨ泌コ叫画噂嘩観は吊コ禦嘩魂)轡ーー萄叫堀dJ日時頑
.雪肌｣嘩融｣｣(華画房涙｢で蘭画魂画画雲慧轡叫事dp画叫両′笥魂

笥確.惑矧〉iwtJ ,画1日～郵頑扇】　と一ノ谷の平′家の軍勢の勢と'

寄せ手の源氏の軍勢の様を締って居ます｡雑の曲は源氏の梶原の源太景孝の生田の合戦を綿っでいます｡

し●b

この曲も嬢博物　〓i番目物)　であるから綿の終わりの万は合戦の有様を締ってありますQ Lかしこの　T　ノ谷の合戦の様子は､なぜか負けた平家の武者の物綿の曲が多いようですn　｢息度し　は平忠度が源

ちく十た

氏方の岡部の六弥太に討たれたことを'平敦盛が熊谷の直楽に討た
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し●ん■い

れた　『敦盛』　『俊成敦盛』　がありますo　恵庭は和歌の道に長汁｢行き暮れて木の下蔭を宿とせは花や今宵の主ならまし｣　と読んだ旬は有名でこの曲にも出てきますo　敦盛は笛の名手でしたo

▲わゆ-けん

このように文武に長けた若武者の哀れさが能の幽玄を現わすのに合ったのかも知れません｡熊は源氏の武者梶原源太貴季ですが'解に梅の一枝を挿して笠印としたという庫しさを綴っ　ています｡

6　4

まず'前半の'シテの誇りの中に　『漸戚

et耳d一喝凧Id;.1.掛醸

て鮪に挿す

櫛ー村雲矧コ禦可搬1花〉仰〉郵引pj融rN｢仙讐町7rv w醜.吋〕即ち笠印となりて』　『

解の梅とは申すなり』　とある｡また'

のキリで　『

りなり'一枝

▲十

筆画扉〉当確吋画く轡凍1扇dI刃射線巧拙｣句萄武.郵ーqT～.瑚動く刃萄束.～禦花
か】Tら

引)拙画餅ノ叫花.｣叫郵粛心魂

郡部｣墾fI.勺～r慧当か′叫バ仙1山コ抑7.至心く孤｢花

も海も'散りかゝ　って面白や』　と締っている｡



平家物語で'梶原小旗の戦い振りは'｢梶原が五百余騎'年別の森
さ･&もJわb

の逆茂木を取り除けさせてp　城の内へ喚いて駈-｡次男平次あまりに先を虹れて進む間　父平山二　平淡討たすならのどもと'父の平三'

たくざlJ<Llさ･Nく･もて

兄の源太､同じき貴家続いたり｡竪様横様蜘妹子卜文字に駈け破って'さっと引いて用でたれは､嫡･i,の源太は見えざりけりO　返せやとまた取っ　て返すoこのところを謡曲では　『刊鰍如く,BI.g7Jー〉ー巧く引く稚､叫緑′瑚項Y=Hr)〉融､頓持場

かかわ.Dわ純

蜂rijIitJ.九./I./i.､来車ル､卑ir.甘亘..tJ.i..郎旦･｣....轍に#..李むー針目亘;"やぶ..jQI

お--1くみてなわかy

融通→尋利､引)執→(く郵d適ー宰嘩)｢ば融ー瑚Tfr､ノ画麟華か(勺轡車東泉r感
上ノヽひし■上ち一-

琴錦嘩頑読禦脈仰､ノ射承引東山と諦う｡税源これを見て､急ぎ馬より飛んでおり'父子して敵を打ち'敵中から子を救い出してきたe

※兜をかぶらず

髪む散らす姿

一一　日　5　--



たlJ　　　のり

忠度､

し●んせい

俊成忠度

綿曲では'この二曲とも修羅物であるQ　『息度』　では､後半で　1i　の谷の戦いで､岡部の六弥太に討たれる合戦の様子を謡っているし､

し●J)から

『俊成息産』　では'修羅王を元の下界へ追っドすという戦いの有様を締っ　ているためであるoLかし忠度は'何れの曲の前半にあるように､和歌の道に深-､三位俊成の郷に師事し'世に知られた若武者であったQ　寿永二年平家が都落ちしたとき､途中から引き返し俊成郷を尋ね､　｢この二三個年は'京の騒ぎ'国々の乱れ､あまつきへ平家の上にかかわること'しかも主上もはや都を立ち退かれ'一門の運命ほや尽き果てゝ候ら

]It)氏

へ　へは'勅題の歌集のご沙汰凍って膜ひしに､一首なりとも御選をこうむ

蘇らうと存じ候ひつるに'か1る世の乱れが出で'その沙汰なく候oこの後世静まっ　て選集の沙汰候はゞ'これに候ふ巻物の中に､一首なりとも御遇をいたゞき'草葉の陰にても嬉しと存じ候はゞ-



と日頃詠みおいた中の'秀歌と思しき自余首の巻物を俊成郷に差し出したQ　三位はこれを開いて見て　｢A)のような形見を下され決して粗末には扱いません'それにしても'このよ-なときわざわざお訪ね下され'風雅に対するお心､深く感じ申します､ーと涙をとゞめか

せんざいL●･O

ねる思いであった｡後の世､勅選の千載集が編まれるとき'あずかった巻物のうち採用したい歌はい-つもあったが､朝敵となった平家方の人なので　｢故郷の花｣　という

さざなみや奉賀の都はあれにしな

昔ながらの山桜かな

という歌を'山首だけ選び'読み人知らずとして勅撰集にのせたo

ら.rtし●,^し▼ぱ

このところを『息度』　のナシで『卦′瑚割増出雲慧～･tg顧Ti､

67

何なかなかの千

かん

笥叫出〉刃引ー畑山Wとwir融､御頑融J巧拙日割

当れ己..A.j^i.) ,r､卑軌

と着かれし

の中の第一なり』

千.載集を横

るし･また'『句苛到弼録画叫醜く叫榔｣筆画J～〉刊血

よ

る'古



し時なれ

がわしかり

し身の'心の

永の秋の

頃'都女川の'狐川よ

引き返し'

俊戊の家に

行き歌

毒U

とも締っている｡『俊成忠度』　には'

やはり前シテで『ノ割V項刊′軌く熱涙r

一首の歌を

れさせた

まふ'御

ほ嬉し

.. ～, -か.･･･Ji.絶入と..･[･･.rrl.曲か･小l I;

と､心にか

これに対してツレの俊成の郷は『山コ1勾引やれ

JQらわ　　　　　　　　　　はばか

はさる事なれ叫警戒1､御

名は隠れ

よもあらじ

御心

安く思し

召せ』　と答

へているo忠度は'一ノ谷の戦いのとき'｢旅宿の花｣という増で

行き暮れて木下律を宿とせは

花や今宵の主ならまし

という歌を'短冊に着き'解に挿していた｡これは二曲ともそのここを



締っているo

いた

『息度』では､キ-で岡部の六弥太に討たれ'六弥太が『像～柑∪頑

そ.め.牢.む卦だしき､長月頃の織女り

隙く鋸刃晦旬刊wrrn w巧く叫扇副.くー顧｣榔ノ華漸引｣珊瑚魂′叫1画面画垂は隼.ti
lく董11ーl一rlL-　　…　　一r-∫)IIl　　　　　-　　　　　くくJ　　-　　IJ--ノ～1-　　　-　一一--J　　-　～ll一---ー1-ー----ー～′--　　　　-　　　　･ノー,～--′I---､ー-r-rl-1ノー　　-　　11一～I-ー盲ノ11一-1ヽ与′-～

世の常にょもあらじ'いかさまこれは公達の'御中にこそあるらめと､御名ゆかしき処

蔓l.＼ーヽr-し､`iI/,-～ltノヽ(′lーーーノ～(′･･.--.-･-I-･･-I-ノ1--㌧-､--～--,-･･-････　　-　　-II･Ml′･ーー′)pnき.一㌧ノーく1一ヽ′1-

に'､縮む見れば不思議やな､短冊を阿られた

hソJ+し●ー

里ー到叫瑚感州璽慧甲射.~刊nAq』　とある｡

もナーー′

『俊成忠度』　では､リキは岡部のi, '弥太で俊成郷に和歌での他遇を得ている,この短冊を見せようと尋ねて行く'そして　『矧頑'笥○
＼く董11･rt(　　…　　■,･t,t一rl)lーIlrl′〉葦･･.一√･　　…　　,∫)7､号1----　--1---′ノ1-ノ11く(--～ノ～-jt　-　--～--1一･･　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　･11.､･1-･･･-ー･〉･ー～蔓t-r

と余の儀にあらず､西海の合戦に薩摩の守忠度を､某が手に鯨け失

Lご

^b～ー朝日可｣嘩1感触ー聖柑矧笥｢､U矧確山慧禦幌､;n7凍→盛甥州禦仙讐幌』とツ
レの三位に見せる､『岬trF矧威つ讐華叫Jm｢叫7とTT7/く画廊∪～卯画′時豪｢射

撃り磯封.轡旦蔀､叫頚部J当J(画､雪猫画6^嘩^if‖引腐心七』と先の歌を詠む｡
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さて息度のl　ノ谷での討死にの様子は､平家物語も謡曲も　F忠姓』も全く同じである｡

▲ね

『我も舷に乗

らんとて､汀の方にうち川し

｣竹慧川｢灯扇ー句離山く隼1線､動画頻叫噂.ー郵威

加コ矧窃N｢町ー画

郡頑′司弼要

っ　て'

司七威TJ当で適｢コ町珊

たり'これ

こそ

む～鋸､6.旦耳ば.rJf鋸刃や

粥く覇～〈画廊J聖野吋dJG､出郷項｡り)-叫当山八ノ弼裏

を取っ　て卯へ

｢巧い｢qvIT(～嘩対司郎､郵T′画簡頑～封引J禁可励晶｢ー刃

にて六弥太を

刀に手を掛けし

7　0

恥～frでー郷.

今は敵ほじと思しめして'

拝ま

んと宜ひて'十

t勺し●ふし†

桝寄附叫警部′叫リー御画

いた

.QT刊裏扉轟｢ー磯頼りや融､ベ扇ー勺緑ー上蓋1笥剃慧郡
部印璽』と討死の様子を締っているo　そして解を見ると短冊に旅宿の花と層とつけた､先の歌が書かれていた9



▲つ･.qりし-た

敦　盛　･　生　田敦盛　(巻九　敦盛最後のこと)

敦盛の曲も一ノ谷の戦いで､曲のキジで敦盛が熊谷次郎直実と戦い'討たれるさまを給った曲で修顔物です｡生田敦盛も嬢薄物ですが､『通盛』　とこの曲は修羅物でも'他の修羅物と趣がすこし異なりますoさて1　ノ谷の戦いは'平家の負けとなったので､熊谷次郎直実は､平家の公達は船に乗ろうとして渚のほうへ落ちて行-であろう｣　と

ねり)Zl_

洋のほうへ馬を進ませて行くと､綿貫に鶴を煉った直垂に萌黄句の鮭を着て'轍型打った兜の緒をしめ､黄金作りの太刀を楓き'滋藤

れんせん▲しけ●ん'4く○ん

の弓を持ち'連銭葦毛の馬に金津輪の鞍を置いて乗った武者1輪が､沖の船をめざして､泳がせているのが日に入ったo｢よき大将かと見まいらする｡敵に後ろを見せたもうか'返させたまへ｣と扇で差し招いたo　その武者は引きかへしたところを披ち打ち際で馬をおしならべ､むずと組んでどうと落ち,とJIおきへて首

7 1



をかこうとした｡

の-1

このところを蹄のキリで　『慧那覇て

ふた･pt斗うち

も､馬引き返し'波の

打物抜いて'二打三打は打

rー利く書嘩ん)や'繊細慧ユ野村

って､迷

に打た

れにけり』　と藤う｡

Aft

熊谷は'取押え首を掻こうと兜を押し上げてみると､顔に簿化粧し

那,.山D;

お歯黒をつけた'我が子の小次郎くらいの十六七の美少年である｡よき公達'この人1人を討てはとて'勝戦に負けることもあるまいこの若殿の父は'子が肘たれたと聞いたら'どのように嘆き悲しむか'よしよし助けまいらせんと'後ろを振り返ってみると'土肥'梶原が五十騰ばかり近づいてくる｡｢いかにも助けまいらせんとは存ずれど､味方の軍兵､よもお逃がし候まじ'あわれ､直実が手にかかり候へ'後世の供発つかまつらん｣　と泣く泣く首をかき斬った0育む包もうと､直垂を解いてみると､錦の袋に入れた笛が腰にさし
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かけん

てあった｡｢さては､この葎明けに､城の中で管弦の音がしたのは'

lさ.i.I_

この人達であったか｣　『割V｣郵相′理詞画慧叫っJkdノ瑚項′U′射通〉｢くー轡吋∫).陳軽盤純等む触it.午.様小謡Jさい血. A..ー･･;､. A;･∵て.7･T.I伽避/.S

Itー~ーYY■ー･1.(((..■､～ー～ヽ(.(くー1呈1-1′　　-　､-1′1-1･･-･～･-～-I′1～～-ノー･ノ～-1　　-　･1′1▲--.rlLノ～　　　　-　　　　-圭ltJr-iJ11117--～′〉■1(1′＼`-～(∫/､ノヽく･ー′.ヽノ､lー

なりけり'城の内にさも面白き笛の音の､寄手の陣まで聞こえ

しほ』　と綿ふoこの笛は'祖父の忠盛が笛の名手で､鳥羽院から賜ったものを､父の経盛が嘗いうけ'敦盛が名手であったため'これを持たしたもの

7　3

で､その名を小枝といったo　謡曲の紳士歌で
こ　上だ七もわれJbtgJN

『好ける心

に寄竹の'

ia..孤.耳はJi../f. ,:頼,tijtjJT.I.aJ..町中～G.町ハム叫,ii,.隼ば.;i.1れ

む.冬蛾Tv`葡｣筆跡′節d

思し召せ』　と掃っている｡

今度一ノ谷にて討たれ給へる平家の一門の人々は､越前三位通盛,弟蔵人大夫成盛､薩摩守忠度'武蔵守知尊､備中守師盛,尾張守清定'淡路守清房'経盛の嫡子皇后首席経た'若狭守常俊,その弟大

淡小学生唱歌

にも出てくる笛の名前



夫敦盛以上十人とぞ聞こえしとありますo　そのうち五人が綿に繕われています｡平家物語では､そのうち経正､知草､通盛の討死の様子は敦盛'忠度の様に群しくは書かれていませんo生田敦盛は法然上人があるとき賀茂へご参詣されたとき'松ノ下に

ふぴん

箱の登に二才くらいの男の子が捨てられてあった｡不偶思われ連れて帰られて育てられた｡この子が十才くらいのとき､両親のないことを嘆くので､説法の時このことを話された｡その時若い女が走りでて､我が子であると貰う｡密かに尋ねられると､敦盛の子だと嘗う0　この子はせめて夢にでも自分の父の姿な見たいと'賀茂の明神に祈誓しているという賀茂の明神の御告げで生田の森へ来るのが前提である｡

nLSL;

そこで､明神が憐れみ聞魔に使いされ'聞兜から今宵かざの職を貴い'親子の対面を許されたと､敦盛の幽霊が出てくる｡そして'
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『嘩動転ノ畢郵元〕要｢り慧｣嘩頑J

かよう　ふけつ

花鳥風月の戯れ､詩歌管

弦の様々に'春秋を送りしに』･･･とそれから木曾のため　叫　門が西海に落ち'再び1　ノ谷にきたが､範頼義経に攻められ'皆散り散りとなり七　生田川に破れたと物語をする｡後半は､子供との名残りで約束の時が過ぎたと､聞魔が怒り､使者を寄越す､そしてこの使者との戦い､このような苦しみを見せたが-後なよ-弔ってほしいと消え去るo　とちょ　っと変わった曲である｡つわJI1さ

経　　正　　(巻七　線正の都落ち'青山の沙汰)

にんないし

経正は､平家が寿永二年都落ちしたとき'五六騎の侍を連れて仁和寺へ法親王にお暇乞いをしょうと思った｡それは幼い頃仁和寺のお　※

も1)

室の御所に､稚児として使えていた.経正はその日､紫地の錦の直

ながぷく｡ん　　　　　　　　　苅

垂に'ぼかしの萌黄の盤を着て'長襟輪の太刀を楓き'切ふの矢を

初鷹がてと
′止
の漢LL

の羽だるう

矢のらの

をを泉
切なと
ふし自



負い'滋藤の弓を持った姿であったので失礼な姿であるからお目にかゝりたいが'御通庸すると貰うのを'｢構わぬ'その身なりで参るがよい｣　と仰せられた｡

■い一書ん

経正は宮に　｢先年下し候ひし青山､名残りは尽きず存じ候へども､

も一･pーL一

さしもの我が朝の重宝を'田舎の塵になさん事の口惜しう候へは'参らせ置き侯'都へ帰る事も候はば'その時'重ねて下し候め｣　と赤地の錦の袋に入れた御瑞鷲を差し出したoそのとき行慶は小師であった｡『経正』　の曲のワキはこの行慶であり『幻′抽適～ロー瑚尋御車時庭ー可動

7　6

蒜血讐州川鹿Jmつ勺麟』　といい､『剖義｣

ともJr._･PI

の守経正は

いまだ童形の時より'君御報愛なのめな

ぞん1.レ暮ら

慧り禦7日∵勘項葡｣山d画す

御発琶は

慧慧叩封d

時より預

けくだされ』　といっているQ

ていぴん

青山の発琶の由来は'音仁明天皇の御代の嘉祥三年の春'藤原貞敏

れんし.t･nぷけんじ.1･p

が､大唐の瑞鷲の博士廉承武より'玄象､獅子九㌧　青山の三両の完



けんじ▲与

鷲を授けられたが､組曲『玄象』　に臓ふように'帰国の途中､竜神にとられ'二面を持ち帰り帝の宝物とした｡

ぴわたんれん

村上帝の塾代応和年間'帝が玄象で完鷲を弾じられているとき､廉
し▲･rl■一tろし

東武の幻が現われ､青山をとり､三曲の秘曲のうち!曲を伝授したoLかしその後'経も恐れて青山を弾ずるものはなく'仁和寺の宮のもとに置かれてあったのを､宮は経正を愛するあまりこの現鷲を授けられた｡

はJ)也ん

青山と名ずけられたのは､完鷲の背面は栄藤の木材で'表の繊面に夏山の峰の木の間から'有明の月の出る様が描かれていることから

tれ

きている､世に稀な名器であった｡

かけん

『経正』では'経正が今度の西海の合戦で討死したので､宮は管弦
こう上むたむけ

練で弔わせられたoすると経正の亡霊が『筆画珊刊豊明叫御

7　7

されを薬

し●は

こ▲7▲U

JてLt.i_

聖1両は〉事舞日野弓叫等

今も

引かるゝ,3

ゆえ

聞きしに似たる

音の､こ

正し-妙音の』　と



現われる｡曲は件串物であるが'源平の戦物鰭ではない｡JJ.ヽ　　　　▲lb　　　　　　　　　　　　　　　はlいく一

知　章　　(巻九　凍戦のこと)

『知手』　という曲は'綿曲二百番　(曲)　で'能を♯われることは少

1ヽと

ない｡私は見た記憶がない｡西国からの佃が磯辺にたてられた卒都
∫-)たいJ)

婆に鹿噂故平の知手と書かれたのを見て､平家の1門の人の誰かの

78

ものだろうと回向をしていた｡シテが出てきて　『州｣m叫J岬

に遠国の人

Aんこ･qわjB

粥相国-清盛

llも■

にてましませ

知手とは相国二

首知盛の御子息にて

この　7　ノ谷にて

討たれ

到頭uJ憐』という｡そしてワキの問いに対して『部室判れ､項威.お山ルー封如画(叫楓

苛つく魂､桝叫山州川｣抑

御座船

に､追いつき助



と泳ぎ渡り

まで小舟に召されで

｢転､矧1割く叫で′射日日巧東男つ勺瓜轡叫ur

主な助け

の名馬たりしが､u(笥｣引出し幻

コ木琴肘1慧聖和1弼融7～〉劇｢項

人もなくして'またもとの汀に

泳ぎ上がり､この馬主
たかいなな･b

刺-当別J叫J顧

㈲扇古画等山｢′)､風威｢郭､u

ける』　と話す.その後'曲の後半は一ノ谷の合戦の様を消ふ修羅物であるが､平家物語では'新中納嘗知盛の郷は'生田の森の大将軍にておわしけるが､その勢'皆落ち失せ'討たれにしかは'御子武蔵守知手'侍に監物太郎頼方'主従三輪へ　汀の方に落ち給ふところに敢おしかけ奉る､その中の大将と思しきもの､新中納青に組み奉

へだ

らんとて'馳せ並ぶところに､知章は父を討たせじと､中に絹たりおし並べ､むずと組んで'どうと落ち取っておきへ首をかき､立ちあがらんとし給ふところを'敵の兵と落ち合わせて'首を取られる'監物太郎その兵を肘つも'膝口を射貫かれ討死にす'とある.

79



強曲ではク七に　『

りしに､敵手繁

淋乗ろうと

勺即日叫､射｣日賦｢

また引き返し打ち合ふほどに

処にて討死にする』　と綿ふQ　また､キリで

か､物･y Lと首うま1に､

郵吻裏｢蛸ー嘩瑚表､7

敵は旗きしの､

比ね0■か

毒割｢甘蓋『書出扇､幻〉漸

主人とお

g轟､瑚ーでJー寧慧

中納青を日にかけて'

ところを

じと'知章

がっ　て

享瑚司轟｢でく幻か告q.弧禁切

'親を討た
恥､司､七両､,(/

80

て首掻き切って'章が首を切れ

』起き上がるところを又'敵の即等落ちあいて'知

と締っ　ている｡その後､知盛が､沖の船に乗り移

り'子の討たれるのむ見捨たことを　『

盛その時に

大臣殿の御前

にて､涙を流しの

も討たれぬ'監物太郎頼賢も

の汀にて肘たる

ゝを'見捨

これまで

参ること､面目もなき次

るおやなれ

子の肘たる

挽く叫､叫叫覇叫等〉摘画廊
当町即慧矧(勺叫パ叫JIJ轡蛾ー櫛~日割扇面〉瑚射Jd



､tJ vr封′勧ノ部扇NA)W叫は′外項画畑山轡据｣当巧射､rT～ー束聾.叫¥郵顧
引J､､ー郵碗頑く肇射止､勘当封項緑′ーJ当町吋JJで封封刃噛､山慧禦UJ雪山V』と自分の子､滑宗の力む見て涙な流された｡綿の後半は平家物語と全-同じである｡

みち　　　　もウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニぎいし..ラ

通　　盛　　(巻九　落足のこと､小宰相のこと)

越前三位通盛は山の手の大将軍であったが'引き連れていた軍勢は皆落ちたり.討たれた.弟の能登の守とも大勢に押し隔てられて離れてしまったo　心静かに自害しょうと東に向かって行くうちに'近江の国の木村三郎成綱'玉井四郎賓貴など七蹄に取り囲まれて'遂に討たれてしまったQ　平家物語で通盛の討たれた様子はこれだけし

8 I

か脊かれてないo　では誠曲では､キリのところに　『劇7

はれ通盛も

名ある侍もがな､討死にせんと待つとこ

ほあれを見よ

好き



近江の国の住人に

huも

珂叫漸蛋郵粛7　鮮卑郵噂謡珊瑚句

設けたる太刀なれは

郵誠表句yqy引.ij

打ち返す太刀にて

し達へ共に修羅道の苦を受くる』　とだけである｡

通盛の曲の特色は勝頼物に前後ともツレの女を登場させることであ

I

る｡締曲では出陣の前の日に'武人が愛妻との別れを惜しんだという平家の公達らしい庫しさを現わして'しかも修羅物としての平家

▲わ

の武士の哀れさも表現しょうとした物であろう｡そのために的半で

I._わ･pこhいし▲･rt

はシテ'ツレを漁翁と女を登場させて小宰相の局の入水のさまを'

た

さるほどに小宰相の局

い.那.吋何.ど.か思ふ､我稀も

82

しき人々

まり､通

盛は討たれぬ'たれ

お頼みて

瑚融〉叫刃Jペィ

▲なはた　のモ

この海に沈まん

ヨ山等乗(射顧畑慧｢`ノ封

るにてもあの海に沈

--乳母泣く泣く

取りつきて'

TTq嘩叫山警句叫郵｣刃画廊頚ー血禦日商J山室'御画聖柚に取りつくを'振り切り海に入る』　と勝っているが'平家物語では



通盛の侍君太滝口時貞が主君の命で生き延び'その最後の様を小宰相の局に伝へる｡小宰相の嘆きは一方ならず､四五日して､もしやの頼みも少なくなり'十三日の夜に'乳母に､揖陣の前夜'これが最後の別れになるかと思い日頃は柑していたがお耳に入れたらたい

I

そう嬉しそうに　｢通盛三十才になるまで､子と善うものがなかったが､同じ生まれるなら男子であると良い｣　と一首われた｡乳母は｢た

.__+

とへ身な捨てて蓮へと思し召されても､必ず背の君と巡り合うとは限りません'それより静かに身二つになられせられ地方を育てられませ｣　とかきくどいたo　乳母が少しうとうととした間に､そっと起

もひち

きて'しづかに念仏をとなへ､千尋の海に沈んだとありますo小宰相の局は､上西門院に健へ'禁中第一の美人といわれ'十六才の頃､中宮亮であった通盛に見染められた｡始めは歌を詠み'文を
ひんはん

頻繁に通わせたが'受けいれられる気配もなかったo　通盛は最律の文を手き'小宰相の車に投げ入れたo　小宰相は気がついたが道へ投
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け捨てるわけに行かず､袴の膜にはさみ御所へいったo　場所もあろぅに女院の前にこれを落とした｡女院はこれを改まれ　｢あまり情けの強気も'かえってあだになるものだ｣　と小野小町に心を掛ける人は多かったが､情けに強くて人になびかず'その報いで'百才の老婆となっても､1　人あはら鼻で'かろうじて帯命をつないだという

ぴはら

例をひかれた｡お陰で三位は'美貌な女房を給わって'幸福の花を手にLt　お互いに深く愛し愛いされて西の海の舟にまで伴われ､遂に仲よ-同じ帰らぬ旅に立たれたo　と結んでいるo

8　4

藤本に'

さいの▲ノ　　　　Jdtわいの･p上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とくじ●

同じ日の催能に　『奏上』　の曲があるときキ-の文が　『観.繊くときは､統補の声を聞くときはo

到碗∪`P融

背の舟に

法の道､彼岸に早く到りつゝ

仏待脱の身と成り行-

ぞ有

き身と成り行

くぞ

有難き』　となるとあります｡



閉〓　　田山

(巻十　千手の前のこと)

締曲の　『千手』　のことな番-前に'ツレに出る一ノ谷で生捕られた
しけひ▲b

垂衛のことが平家物語に多-出て-るo物語はさかのはるが　(巻末　奈良炎上)　治建四年都では'高倉宮を奉じて頼政らが兵な起こしたとき､南都と三井寺の大衆が宮を受け取り､或いはお迎へしょうとしたo　これはみな朝敵行為である､よって奈良をも討つべしと評定があった｡この噂はたちまち伝わり､素点の大衆の騒ぎとなった｡関白より奈良の僧徒へ　｢何事にても存ず

言もん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淡雪も;

る旨あらは秦関に及ぶべLL　と使者を使わされたが､また也杖の玉

はふT

を　｢これこそ入道の錦｣　と名ずけて　｢打て'稚め｣　と琳したoこのような南都の騒ぎを静めようと入道相国は､妹尾三郎兼泰の束

Pう■l

百臓に　｢僧とは狼籍するとも'手出しはならぬ､弓矢などは帯すな｣と厳命した｡そんなことは知らない南都の大衆は'この兵の六十余人の首を斬り'猿沢の池の端にかけならべたo　清盛は大いに怒り､

減塩杖
杖で玉を打つ

適地
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さらは南都を攻めよと'大将軍に頚中将要衝に命じ四万余蹄が奈良へ向かった｡南都も奈良坂､般若寺二ヶ所の道を掘り切り'

じ▲ウかく

を引きのべたQ l　日戦い夜になり'両城郭共に落ちたo　夜戦になりi術が般若寺の門の前に立ち｢火をかけて明かりを取れ｣というと

さiL･Pr事いか

兵が逆茂木の木を割り､これを松明にして在家に火をかけたoこの夜は風が強-､吹き迷う風に炎はひろがり'東大寺の大仏殿'

がbん

興福寺､東金掌'西金堂など多くの伽藍が焼失Lt　焼け死んだ人は三千余人に及んだo　二十九口重飯は南都を討ちしたがえて都へ帰った｡このことがあり､垂衛は最後に奈良に渡され斬られたとあるQ垂術は'生田の森の副将軍であったが､ひきいる軍勢は皆落ちてし

な】■l

まって律藤兵術と主従二輪'助船に乗ろうと渚の方へ出るが､うし

みTq.とが.C　か.'も

ろより敵が追い迫り船に乗り逃れる暇がない'湊河'刈茂河を渡り板宿'須磨を通りすぎて西を目指して落ちて行く､追っていた梶原源大貴挙は追いつけそうもないので'もしやを頼みに遠くから矢を
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射たo　それが皇術の馬の律ろ足に突き刺さったo　馬の弱るのを見て兵術は1L散に逃げた｡垂衡は馬は弱るし､海へ身を投げんとされたがそこは遠浅であったo　旗を切らんとされたところへ梶原より先に庄四郎義家が駆付け､自分の馬に乗せてつれ帰えった｡

▲一‥しろ

十四日'生捕りになった垂衝は'網代単にのせられ､前後な土肥実平の兵に囲まれ､六条を東に引き回された｡法王の御所からの使いで　｢屋島に帰りたくは､l門の人に申し送り､三種の神舘をお返し奉れ'さすれば屋島へ帰してつかわすとのご意向である｣といわれた｡｢宗盛以下東和の命をもっても帰そうと膏うものはないでしょう'しかし法王のおき葉ですので一度一門へ申し送ってみます｣　と使いを出したが'宗盛からは　｢法王がt lJ父の忠節を思い下さるならは恐れ乍ら四国へご幸さるべきだと存じます｡

レム■い　　けうたい　　　　かいけい　はじ

その時こそ我等一同は院宜を奉戴して､会稽の恥をすすぐでありませう｣と返事してきた｡こうしたことは前から予想したことであっ
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たが､しかしこれが都へ着いたので'いよいよ関東へ差し下されるにきまっていると思うと心細くなり'土肥次郎に　｢出家したいがいかがであろう｣　と申し出られたo『千手』　の曲では'奈良炎上のことを『､H i等ー(パ画mコ月明榔にもなるべき身の生捕られ'今

嘩粛赤乗や融

苛>V盲叫や扇､顧-面r動画

前世の報いと青いながら､

命により､仏

し人寿を断ちし

慧1面魂叩画風JI刺｣

こと'前業よりなお

如現世の非が現世8
で報われること　8

かしうこそ候へ』　と臓ひますoさて　｢街道下り｣　で垂衡を鎌倉へ下そうと言うことになり'梶原兵三景時に守られて鎌倉へ下った｡晒曲では､このところは

『研く町画ノ期画/刺

は､定め

噺軒別J聖和｢触

時雨降りおく奈良坂や'

衆徒の手に渡りなは

とかくにも果てはせ

苛^i.t､泳1割宥～.j

此処は何処ぞ八橋の'

叫珂魂粟.刃ー磯dr密威If琴郡f可部

た､三河の園や遠江'足柄箱根うち過.ぎ.で.I".明け.Tb.やすらん星月夜､



鎌倉山に着きしかは』　の数行であるが､平家物請では'山科の四の宵河原へさか1ると､坤丸が庵で発琶な引いた物緒を､三河の八橋へさかゝると在原の業平のこと､池田の宿へ着くと

いかにせん都の春も惜しけれど

なれしあづまの花や散るらん

絹野の歌の老母を患う歌のこと､そうして清見が関､足柄峠をこえ
LN]>■)

杓子川を過ぎ､七里が浜と急がない旅といいながら､目数を重ねて錐倉に着-様子が書かれていますQ一

喝千手の前の項になり手Q平家物指と晒曲とは大分異なります｡

粥　王か　　　　　　　　如.i　ゆ.A

又､綿曲のツレの締出で　『身はこれ雄花一日の栄､命は坪姉の定め

t■ここく一~んyつこ

なきに似たり'心は蘇武が胡国に捕われ､岩窟の内に織められて'

▲いりー1かり_)上l◆,RJ?

肴辺を忘れぬ志､それは衛律が楳計にて､敵を亡ぼし者里に帰る』

いん　ゆ　jt与　　　か　　けつれ<T　　　　　　　かたい

と掃うところは　｢股の狙王は'夏の架王によって夏台にとらわれ､

J,,,小..　　　桝や言

周の文王は股の肘王にために麦里に緒われる｣とあるo

湘むくげの花彬かげろう粥支那の地名
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さて頼朝は狩野介寮茂　(綿曲のワキ)　に童衛を預けたC狩野介も情けある人でいろいろと董術をいたわり'洛殿を準併し入浴させたりします｡その時に年二十才はかりのたいそう美しい女性が世指します｡｢何事でもお望みがあれば､凍ってきて伝えよと頼朝徴よりの仰せです｣i術は　｢このような身になり'何を望みましょぅ'ただ出家したいが望みです｣女性が頼朝に伝えると'頼朝は　｢この私の敵ならはともかく'朝敵としてお預かりしているものに出家など断じて許されるものではな

湘この女が千手

です

し●■一

い｣　とT蹴した｡出家のことは　『

いかに千手の前､昨日あからさit

忙申しつる申して候へ

朝敵の御書なる

として'出家を許しもうさんこ

ひっらめ』　としている｡

都では､土肥次郎の情深い心ぢしで法然上人に会わせてもらい､上

iLいJ>つか斗tウ

人は出家しない人も戒律を守ることは当たり前ですと､剃刀を額に



あて'髪を剃る真似をしてへ　戒律をあたへたとありますoこの後その日の夕方より雨が降りだした｡

つれづれ　　　な▲Tl

『今

日の雨中の夕べの肇､

Iq血叫d-榔

を始めんとす

御徒然を慰め.ん.ど.i.千手もこの由見るよ

を抱きて舞いりつ

hリも

御酌に立ちて

術の､御前

にこそは歩りた

一円LnH

叫r豪｢州慧叩輔

_tはか

萄｢Pw,J頑い矧扇りd

に思ふ患

も､御者にと勧むれ

l　▲

A)lP.1･pい

句顧t笥扉J郵7.､表｢｣郵魂

情け

なきこと

射.磯､叫心

ねた

顧緑』　これは､太宰府に流された菅原

9 i

▲やね)el

<直作の1節で-綾織の薄物でさえiく感じられ.これを織った戟織女の無情をうらむ-というのは､このように気を適って'おもてなししているのに.どうして不鎖鎌でいらっしゃるのかと意味を持

いんじ一*

たせて歌った｡『刊ー習当鞘磯刃』-十着の罪人でも御仏
じ▲lPy-

は浄土へす-いまいらす-とi衝も唱和した｡そしてもう一つと所立されると千手は　『一ー)鵬

や1　河の水'



叫著』と自拍子の*歌を歌いました｡要衝も典に乗じて､沸鷲を弾かれたQその後､童術は南都に渡されて'斬られるのであるが､その途中で

てん川し

日野に住む女房の大納首の典侍教に会い'山時の別れを惜しんだo

はんiL†

南都に着き､木津河の辺で斬られ'その首は般若寺の門前にさらされたが､東大寺の俊乗上人が稚い受けられ'日野へ送られたo

IJぴ

それを付近の山寺の法界寺で死体と共に茶毘にふし､骨を高野山に送り'蓋は日野に建てた｡又､千手の居は'超を切り煮染めの衣に姿を変え､盾姓善光寺に槻

げだい

れ住み童術の律世の菩纏を弔ったQ

ナ･)･p.ぐLなん.i

晒曲のク七のなかで『雪mWJっi軌dm魂虎1粥慧』　の意味は

一ヽA))A,

むかし支那で魂の高祖と楚の萌羽とが帝位を争い､合戦七十二度に及んだが､その都度項羽が勝った｡しかし最後の戦に負け,f日に

ナいt･1･p_いl暮lぐし

千旦を行-という椎とい-馬にまたがり,親愛の后鹿氏を連れて逃
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げ落ちようとしたところ､馬が動こうとしないo　項羽は涙を流しな

｣Tた

がら　｢我が威勢は､もう廃れてしまったo　今は逃れようもない'敵の軒撃は物ともしないが､后のお前と別れるのが悲しい｣　と嘆かれた｡夜も更け雌も暗くなってきたので､鹿氏も心細-なって､涙を流された｣　というのが橘広相公が作られた時であるo



●▼

熊　野　(巻十　海道下り)

実は,三月十八日テレビの｢能､撃首鑑賞入門｣で観世の軍刀の'『棉野』を見ていたら､解脱で平家物緒の巻十にあるが'いう話をされていた｡熊野は平素盛の愛妾であるo巻十は平の皇衛が鎌倉へ下るところである｡平家物縛には,i衛が｢池田の宿ににも着き給ひねCかの宿の長者熊野が女侍従がもとに､その夜は三位循せられけり｡侍従'三位の

つて

中将を見辛って｢日ごろは伸にだに思しめし寄り給はぬ人の'今日ほか⊥る所へ人らせ給ふ書の不思弘きよ｣と1首の歌を辛る｡ヤ1あって中将､梶原を召して｢たゞ今の歌の主はいかなるものぞ｡やをしうも仕ったるものかな｣と宜へは､昔時申しけるは｢君は未

桝

だ知ろし召され候はずやQあれこそ屋島の大臣殿の'未だ当園の守にて渡らせ給ひし時,召され奉らせて'御親愛候ひしに'老母これを留め置き,常は職を申ししかども'給わざりけれは､頃は弥生の

舛

守三平平
と才治の
なで元素
る連年盛
江十
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初めにてもや候ひけん'

いかにせん郡の春も惜しけれど　なれし寓の花や散るらん

榊

とい-名歌仕り'暇を腺ってまかり下り候ひし､海道T　の名人にて侯｣　とぞ申しける'と書かれている｡締曲本には､宗盛の愛したの熊野の女侍従らしいが､曲では熊野としていると着かれている0線曲の　『熊野』　は'このことを元にして作られたものであるC

あいし.+う

熊野は平素盛の愛妾で､都に住まいしていたQ　池田の宿に残ってい

し一ほ

た老母が病身で心弱-なり'召し使-朝顔に　『野蛮､

舶遊女

今f　度まみ

えおわしませ､さなきだ

に親子はT　世の仲なるに

同

見垂らせたく

世にだに

にも外れ給ふべLP

iTtiT過小り過-すー山~耐

fVq ～1.郵画抽1割.緑J叫､馴門m｢抑｢戯

如この手紙の始め｢甘泉殿の春の攻

の夢トは
慧先帝が伽は事夫人と井｡セれ

ぬた甘丑の廿の甘一も､尭人の
警よって火付8心の≠とな｡､

tの虫巾が紬★地とれPた一山廿の湘かな什bひも､北に抽★抱の廿裾粒上品しいt九が暮れ.

‥

【b
9

りと云へは'

いよいよ見まく

古育までも思

ひ地の

涙なが

叫鄭｣部血矧

む』　という手紙を持って行かせるQ　この手紙をワキ

の寮盛の所へ持ってゆき､腕むのであるが'ここを『文の段』と云



よ斗つ一■

シテの綿の仰かせ所であるQ又､能の中書で『続次の伝』では,辛紙の途中からワ車と7緒に暗ふ演出もある｡さて'その手紙を統み'暇を乞-たが､花見の供を強いられ止むな手に同車して'浄水に行き､花見の酒宴に所望されて舞を舞うq

ろ･prや-なんhL.+･l+ん･･_α

この逆中の景色の様の網は『四条五条の稀の上､老若男女貴賎都祁色めく花衣袖を連ねて行-末の'辛かと見えて八重7重咲く九重の花盛り名に負う春の景色かな』　『河原おもてを過ぎ行けば､急ぐ心

一わt)

のほどもなく手大路や六波帝の地蔵堂よと伏し拝む､-･･･愛宕の寺もうも過ぎぬ'六逆の辻とかや,げに恐ろしやこの逆は､冥土に

ほJ>l一~ね

逮-なるものを心げそ鳥部山･･････ニーより花辛,おりゐの衣挿磨潟
しか一　　　　　　　　　　　　　　　　　わんじ一　　　　･三い

鮒卓の徒緒清水の仏の御前に,念涌して母の祈g[を申さん』と実に良い文句である｡又､熊野が舞いを舞うク七の部分もすぼらし-,ク七の前半のi節

9　6

には'平家物緒の始めにある『磯画榔簡明鍬

の声'諸行無情

の響者



沙羅輩樹

の色､盛

だいひね▲ノご

蓮かに眺

嘩叫融コ当轡緑亘▲勾時日V､～画筆､fjT=適｣｢画融Lt･丁がすみ

孤.筒要

純綿曲では

生者必滅と書いている

今熊野'

の青かりし葉.町税軒tf碑叫者.嘩珊水Y孤｢出

ゞ頼め頼

もしき春も千々

盛り』　と綿ふ｡

牛の途中で俄に村雨が降り'花の散らすのを見て

いかにせん都の寺も惜しけれど

馴れし東の花や散るらん

という歌を詠み'宗盛も哀れに患ひ椴を与える'これも清水観音の御利生と喜び'東へ帰ったQ能で『村雨留』の小事のときは､途中でを村雨の降る感じを出すた

しPA1･p♪■め

*いな短-するとか'『勝行留』　では'歌を書いた短冊をワ車に渡す所作等､常の能より少し変わる所作があるo綿では､『熊野』　『松風』米の版といわれ､いくら締っても飽きないと言われるほどの曲である｡



藤　TP　　(巻十　藤戸)

観世本に､吾妻鏡では元撃花年十二月七日と書かれているが,平家物緒では寿永三年九月二十五日となっているかも,平家物緒によったのであろうとある｡

たNわ

この曲は､藤戸の戦いで先陣の功によって締約の児島を娘った佐々木盛榊が'初めて自分の知行所へ来た｡そして領民に訴えたいことぁれは申し出よといったところより始まる.すると7人の老婆が,

いんV･q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とカ

の､やたけ

いぞと首ひ

ながら

98

ながらも

あまりげ

も波の底に

棚扇-郷､5日加慧叩拙

が子

を波に沈

りて候なり』　というO村議』　と叩いて

みると'筆戸の合戦のとき'浦の男に海の浅瀬を教えてもらうが,下郎は安心ならない'又'他人にも指すかもしれんと､この男を殺した'その母であった｡



さて平家物縛では､寿永三年九月十二日'三河の守範頼が平家を追討するため西国へ向かった｡侍大将に土肥次郎実平､三浦介轟澄'鼻山庄司次郎重患､佐々木三郎盛綱ら総勢三万余輪'都を立って播

むらつ

席の垂津へ　ついた｡平家の方では'大将軍に小松の新三位中条資盛'侍大将に飛騨三郎左術門景経､越中次郎兵術盛嗣'悪七兵術景清ら五百余腺の兵船が'席後の児島に着くというので源氏は垂を出発して備前の西河尻'藤戸に陣をはったQ源氏と平家の陣の間は､海上五町はかり､舟がないと渡れないので源氏の軍勢は向かいの山に楕挿して､空しく数日を送ったQ

二

九月二十五日　(綿曲では三月讐十五日)　の夜､佐々木三郎が浦の男
一人を小袖や銀作りの短刀き与えて説き伏せ　｢この海を馬で渡る浅

瀬はないか｣　と開くQここからは綿曲と全-同じである｡ワ車の括りで
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iiiq

さても去

五日の夜にr<J i.で..'

浦の男を

を馬に

て渡すべきとこ

1　人近づけ､
qJ背部刊可引

かわ+っJb-q~しb

h,ん鹿榔瀬のやうなる所の慎､月甲には虫にありI n･.=人にはf:にあると申す､

ひ､家の子若覚にも深く

かの者ち

浅みを見山荘き

てかへりし.がV

盛細心に思ふ

いや下郎は肪な

き者にて'

不′僻､哨戒司い

かく司～く瑚扇､義甘

二

刀刺し､

そのまゝ

海に沈めて帰れし.那

到;a.召画覇

ことと息ひ

子にてありけ

-1 00-

と締る｡遵二十六日､平家は小船を沖ぎ出して'｢この海を渡ってこい｣と
カ.bか▲ノ

打うu　佐々木盛桐は家来七騰と共に､ざんぶと海に乗りいれたQ盛綱はどんどんと海を渡って行くへ　三河守はこれを見て｢海は浅いぞ'渡れ､渡れ｣と号令をかけると､三万余帝の大軍は皆に乗り入



れて海女渡った｡平家も舟をつらね､散々に矢を射たo　源平互いに乱軟となり'終日闘い続けて夜に入り､平家は沖へ､源氏は児島にあがり人馬の息を休めた｡その後平家は屋島へ帰ったo　源氏は舟がないので追って行くことはできなかったo｢昔から今迄'馬で河な渡ったつわ者はあるが'海を馬で渡すことは珍しいことである｣　として､備前の児島を佐々木にあたへられたoこれが藤戸の戦いであるが､綿曲では曲の後半'盛綱はあまりにか

･4ぴん

の者は不偶であると'弔いをするQ　その時､かの者の亡宜が現われ｢弗があればどんな重い罪科を受けるもしかたがないが､御弔いは

一甘▲′しヽ一-

有難けれども'恨みは尽さぬ妄執を､申うさんために来たりたり｣

-1 0 1-

とあらわれる｡そして　『飾一円寄郡須木出て.

仰せも重き岩波

川瀬の様なる

別｣畝JTJ)郵JgU′山当当時苛い

なあぐるのみか､昔より

朝出葛.7rT*(g一旦覇融

渡す

こと'稀代

叫朝雨J慧望ハユUJ-.り}d-威J叫山当胤｢吋瑚忍Jハコ抑義朝五五1拙



蛾要郵′叫』と恨むoこの後'この曲の1着の見せ所'聞かし所である'かの男が殺された場面'そして最後に弔いの法を聞き､成仏して行く所がある｡少し長いがそこを書きますが､このところは､所作も見応えがあり､肺の-ズムが良い｡前の牌ぷべきにの､あとは

のほかに　!　命を'召されし辛は馬

.■だい

を渡すよりも

P.‥叫覇〕誓別Jn叫

-1 02-

浮洲の･者

く水の'氷のごとく

･o･ヽれ.■

を放いて

胸の当たりを'

両日磯UTy

え消えと､

なるところを

そ

叫､郵7画出

押し入れられて

肺引く汐に､

利が轟V等漸

W^V

藤戸の水底の､悪報

の水神となっ

さし引きて行くほどに､生

ひしに'思



覇郵′いーノ時J享や刺ー可部

やすやすと､彼

の岸に､到り到りて

の身となり

身とぞ成りに

畑山ー頼ー都』　と締って終わる｡

-I 08-

じ･_ぶつ　けだつ



鼻息の合戦　(平家物繕巻十…)さて　｢屋島｣　の話になるのですが､平家物緒に元歴二年正月'義経

は.な

院歩して　｢平家は神明にも放たれたり､君にも捨てられ参らせはて､

た.JA_　小も･PLと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lかい　　　　こ<.らい　　乗じy LlJ

都を出､波に嫌う落人となれり'今度義経は鬼界､高麗､天竺､賞
ん

且までも平家を攻め落とさざらん間は'王城へ帰るべからざる｣　と

いん

法皇に奏附され､宿所に帰り東園の侍たちに向かって　｢今度義経院
■い

宣を蘇り鎌弁殿の御代官として'平家を攻め亡ぼすべし陸は的の足

ちかい

のかよはんな限り'海は神経のたたむ所まで攻め行くべし｣　とこそ

-I 04-

の給いけれ､と命じますo

▲たか　　　　　　　　　し.+･^■_ん　　　　■なべんけい

能の　『安宅』　や　『正尊』　『舟弁慶』　に

誠一から　　　　　　し･,.p,いん

『渡

辺にて梶原が

いこん

桝′u魂笥』　と出

てきますが､これは'今の大阪市上福島に舟を揃へますo　その日は北風が激し-吹き､大波で舟を出すことができず'大名小名寄り合
ひ._▲■じ1▲ノ

い評定したのです｡梶原が　｢今度の合戦には'舟に適格を立て候は

如舟を沖ぐ格を

前にも付け前にも後ろにも舟が進むよ-にする



輔　　　　弼　　　粥左

や､馬は駈けんと愚へは艇け､引かんと居へは引き､弓手へも馬手　湘右へもまほしやす-候o　舟はさようのとき'きっと押しまわすが大事

粥　　　i.-J

にて候へは'舶ばに櫓をたてちがへ'わい梶を入れて'どなたへも安う押しまわすやうにし侯ははや｣　と申しければ判官｢先ず'門出のあしきよ､梶原の舟に適格をたでうともへ　義経はただ元の櫓にて候はん｣　云々とありとありますQ

L●こう　　　　　　　　　　　　　　ひ).･R-･4,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか一つ

さて､酒肴して祝い､舟に兵稚､武具などを棟み'｢舟とう仕れ｣

LTい.i+かん上･E>

と命じたが､水手輯取供が　｢順風には幌へども'普通に過ぎたる風にて候､沖はさぞ吹いて候ふらん｣と申しければ'義経大きに怒り｢沖に出でぬる舟こわければとて､留まるべきか'野山の末にて死

]Bは<itこれし●･vr▲^

に､.海川に溺れて失するも皆是先世の宿業なり､ただのときは敵も恐れて用心すらん'かかる大風大波に思ひも寄らぬところへ寄せてこそ思ふ敵をば打たんずれ｣と打ち出したo　このとろこな『舟弁慶』

如舟のへさきと
とも(仰望
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で　『その上

1　年津

辺地佃島

は､以っ

ての外の大風なり



に'君御舟を出し』　と締っているのです〇

4わ

二月十六日　(牛の刺)　に福島を出'翌日　(卯の刻)　に阿波の地に着きました｡ここから屋島に行くのですがその間のことは綿にはありませんし'あまり関係がないので省鴫略します｡さて屋島での合戦の様子を締ったのが　『屋島』　ですo　この曲は勝ち戦の曲として能でよく舞われます｡

いy+

この屋島の曲は平家物鱈によったもので､巻第十7　｢屋島羊｣　の始

.LLl　ひたたれ　　淋むら一.与tご

じめに｢判官その日の装束には'赤地の錦の直垂に'紫裾練の他者

Ibがた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　如

て､鰍形打ったる兜の縛をしめ'金作りの太刀を楓き'二十四さい

粥　　　　　　　　　　　　　　　　…

たるきりふの矢貴い滋熊の弓を真申取り､沖の方を晩まへて､大音声を上げて'一院の御使い､検非違使従五位の尉源義経と名乗る｣とありますが､能の　『屋島』　にも全く同じように硝ほれていますaています｡

<ん■7▼

この曲は西国行脚の佃が屋島の浦で7津を求め､その老漁師より崖

耕地の戚細の

負
-I 08-

目で上は白く次第に裾が淡い紫になったもの
警7十四本の

湘弓の幹を勝

で巻いた弓



･Jt JdtくLtぴJ+I▲かけI～,t lI　　　ヤ　　　　　　しこtひ･b

島での義経の大将振り､藩七兵術景清と三保の谷四郎の銀引'佐藤地膚の最後など'合戦の様子を聞きますo

けんJ>+-

この様子は『)等叫嘩唖覇嘩Tgp畢ヨ執刀刃画期1.〕d頑可司-

ほ海の面1　町

&んいfJたJ)

大将軍の御出立に

ことば　だたかい

a_I

はかり.に船か旦かめ~'35年はこのT･;に.ia.州給う..

をl･′I-1･　-　J-Jll-Il-1-ノーし--JI-･▼1-′--1--I--　-　･　　　-　　　　1ノーー･､･･-I-､′　-　毒,ヽ′～

ほ'--先の平家物給の通り--その時平家の方

よりも'青葉戦ひ事

ひさp+ん　tI　ニ　　　　　　　　　　　　　　　ーわ

繊巧射1舜嫡｣蜜轡や惑叫-下り

たって陸の轍を韓､ちムーけLi. ,. ､曲氏の1･にも捷-tJiか･･恥はかり...中

にも三保の谷四郎と

郵画五､で.tv～兎～雪璃両面V.IdhgIt(TjJirgr...平喪の

-1 07-

九にi息七兵恥l浦とCh4;り､-‥保.い=.杏,臼が･;=て救いjii二､.か亘':...楓の谷はその時に､

太刀打ち折って力なく

少し汀に引く

Lこちつか

司郵叫副摘要郵叫碗動感く心wfJ.7

律へ引け

谷も'身を通れ

舶はもっけ

ん.と.肌へ引く･打卜に･tl,やと=･J ･;-わに､鉢的tf.i.

舛銀の第1　枚目

板より引きちぎ

刊JUdmコ句パ引ヨ暦､

退きにけるこ

お馬な汀に打

可郵頑線､｢仙叫｡義東鬼d｢ヨ職J山



り下にどうと落ち

､ー嫡出～嘩郵讃-鮒｣瑚緑.細山はTT表れと

と書

仙陣に相引きに引く汐の後は閑の音絶えて】

へ陸は陣に相引きに引.tj

と締っています｡平家物韓には　｢佐藤縦倍の討死に　(継借の最､後のこと)　菊王の討死にのところは､地登殿'さしつ引きつめ散々に射候へは'矢庭に鎖武者十騎ばかり射落さるQ　中にも兼っ先に進んだる奥州の佐藤三郎兵術継借が弓手の席より馬手の脇へつと射ぬかれt Lはしもたまらず馬より逆さまにどうと落つ'能登殿のiに'菊王丸と首う者､萌
gt縦の腹巻に'三枚甲の緒をしめ､打物の鞘をはづし'三郎兵術の

首をとらんと走りかかるo　弟の四郎兵術息借､そばにありけるが､兄の首をとらせじとよっびりひやうと放つo　草摺りのはづれなあなたへつと射ぬかれて犬居(四ッん通い)　に倒れねと着いてあるoそして後半に'有名な弓流しの鵠面をがあまりますo　【刃覇

-I 08-

落とし'

耳Nru..Ji;-取引.｣

波に擦られて流れしに､その



蔓rlLノ一t.一､.-.一.ヽ蔓J-ノーノ､ノ　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　･I･-･-･--1　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　1ノ　　　-　　･一11　-　,書も/,･　…　Jtlr･

折しもは引-汐にて'はるかに速く凍れ行

引ー斬叫ーく′鰍転句必要叫山

‥し

と､抑な波間に泳がせ.でー敵

船近くなりし程に

.ii.dtiJ.).ー巧む

見しょ

船を寄せ熊手に懸けて'

脱】顧一句引】胤′刃顧dJ.頓､郵叫点画事

を切り払い､つい

mJ矧.部~瑚扉ー笥

元の渚

g須～も旦那

れば』　と､自

分は弓が惜しいためでな-その弓を見て義経は小兵だと思われたくないためだと答えたとありますo能で弓を取り落として敵前にこれを拾うという｢弓状LL　という特別な所作があります｡弓離しのところは'源氏の兵うちいれ打ち入れ攻め戦ふo　舟のうち

かぶと

より柏手をもって､判官の甲のしころにからりからりと二三度打ちかかれば､判官如何がほせられけむ､弓を掛け落とされぬ｡うつむき鞭をもって掻き寄せて､とらうとらうとし給へは,御方の兵共｢ただ捨てさせ給へ捨てさせ給へ｣と云ひけれども､終にとって笑

せんげさtんぴき

って帰られけるo　老武者が｢千疋万疋にかへさせ給ふべき御だらし

-1 09-



なりとも'御命にはかへさせ給ふべきか｣　と云ひけれは'判官｢弓の惜しさにとらはこそ､もし叔父為朝が弓の様ならは､態とも落としてとらすべし､｢これこそ源氏の大将軍源九郎義経が弓よ｣など
も▲▲フろ}

噸弄せられんことが口惜しけれは'命にかへて取るぞかし｣といっ能で義経がシテ　(主役)　とし.て出てくるのはこの曲だけです｡前半のシテは漁翁でしたが'後半は義経　(の幽薯)　ですo　そして要

た'^上

魂はこの世とあの世の生死の海に滞っていると云って屋島の合戦を縛ります｡このように裁縫7代の中でも最も華やかな戦であったのむ取り上げているのだと思われます｡そして夜明けと共に消え去ります｡また､この合戦で董砧などに出ている那須の余市の話(巻十丁那須余市の事)　は綿には出てこません｡
1日戦い終わり'平家の舟は沖に､源氏は陸に陣を取ったo

源氏の兵は､1昨日福島を出､大風大娘にゆられ'昨日阿波の国勝

-I I 0-



浦につき'戦いをし､終夜中山組えをLt　今日丁　目戦い､人も馬ち疲れはてゝいたo　平家の方は'能登巌その夜津村せんと支度せられたが､地中次郎兵術と海老次郎の先陣の争いがあり'空しく明けたo寄せたりなは.源氏なじかはたまるべき｡寄せぎりけるこそ､せめて運の榛めなれo　と平家物綿にあるQ鼻息の合戦は三月十八日であったが､渡辺､福島に残った二百余腹の舟は'梶原が先として二十二日に屋島に着いた｡しかしすでに戦

しJ.1<.ぶ▲

いは終わっていた｢六日の昔涌､食にあわぬ花｣と笑われた.その意味は'｢五月五日の節句に間に合わない菖蒲'含-法会に間の合わぬ花｣という事で､時期に遅れて舟に立たないと青うことを

-1 I 1-

いうC

しこちひ

先に出てきた佐藤継借の肘死にの様子､景清の鎖引きなどの合戦の様子については､締曲で　『景津』　はあるが､佐藤継借としては特に

+'たい

ないが'『摂待』という曲で'弁慶が継唐の母に締るところがあるo



この二曲とも'平家物韓にはないQ日和仙　即伯uこの曲は'別名　｢盲目♯滑｣　とも呼ばれるそうで､景清は平家物請でも'叫之浦の戦いではあまり出てこないLt　『景滞』　の曲でも屋島の戦いの様を曲の最後に頗ふQ　景清は礎之浦の戦いでは'いず方へか落ちたと書かれてある｡それが　『食滞』　の曲では宮崎に落ち､

こ■一･エ▲■

盲目の身となり､日向の勾等と名なつけて織れ住んでいたo曲は鎌倉亀ケ谷に住む､人丸という景清の姐が'宮崎に父がいると風

わbヤ

の頼りに聞き､尋ねて行く｡そこで1軒の載鼻で'凍され人の悪七兵術貴滑を知らないかと尋ねと､私は盲であるし見たこともないし､知

-I I 2-

らないと答へる.娘が去った後'景清は､独首で　『不思款やな只今のものを如何な

bJ..引～et..ilk..Uで

憐T(YrT雪嘩唖



に.t L

如何に､我一年尾

れ1　人の

く､女子

鼻に預け荘きしが'

馴れぬ親子な悲

父に向かって膏薬を交はす､

声をは聞けど面影

l】丁な

妻｣可動-緑ノ廿賓当心〉ゴムUJ竹折(義嘩山叫拙』　と

親子の情を綿ふ｡その後'娘は里人にあい'景清のことを聞くと､いま来られた道に艶崖があったでしょう'そこに景清が居たのだと教へられるQ　そこには盲人しか居らなかったというと､それが景清だと音われる｡里人は父に会いたがっている人丸を哀れに思ひ､二人を対面させる｡景津は

し　　▲■
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『か.jy射.U前山叫J判り郵〕轡郵｣巧吋1瑚郷､禦いい叫dJコUI葡

叫′い′射

この仕飯

なれは

身を恥じて

名のらで帰す有様』　と心の寂しさを締ふQ

ひ九一-A

その後『拙融扇適､剛顧一画可扇』と綿うが､文章も､節も'又'その感じを表現する緩急の面白い　1　節があるQまた『禦慧叫花頑感｣時く竹UJl【笥萄画引画H山コ轡叫嘩rv

殊に我が名



▲bわ

るべしと

居ひ切りつゝ過ごすなり

』この親子の哀れさを綿ひ'

娘の希望で屋島での高名を様子を話して聞かす｡iiir

いでその頃は寿永

旬の

なりしに

くく刊萄嘩山慧禦埠刷

のたt

岸に張って

いに勝負を

と欲す'

ふよう'

去年播磨の室山､締中の

ひ上へ

えに至るまで､

l

方の利'

かっし事

偏に義経が抹計い

みじきに

【四っ　てなり

にもして九郎

を抹計こそ

射-緑ー郵叫∪雲仙

LliZ

そ､命を

貴清心に思ふお廿J叫豪雨引一癖パ仙

土思ひ'

後の暇乞ひ'

▲t

嘩顧J霊耶J叫.榔還禁句叫珂1線ザ郵場裏
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して､刃向

て艇け向ふ

書冊これを見て'

景清これを見て､もの

こJ}

いたる兵は四方

7yg表雌.珊d

ける遁さじと

や方々よ'

源平互いに見る目も恥ずかし'1　人を､とめん事は案の､かいこ

打物､小脇

なにがしは平家の侍悪



のりかけ手取りにせん
しこ,C

とて追うて行く

一声飾頑d慧馴〕郵相

りける'兜

り外し取

かた_

Tコ司巌T通庸一越1研､巧拙d｣叫vld轡刃郵蘭

さじと'飛びか

よ

義射ー漸くで融｣射

;.iTい1.4;ij

引く程に銀は切

れて'此方に留れ

(It.叫珊埠1.a.J瓜～.

遥かに隔て⊥立ち帰りさ

るにても汝'
くび

腕の強さ.ij.育,

t h　　　　の

景清は三

保の谷が

螺d莞覇滅1割喧嘩利当と屋島での景清と三保の谷の戦いぶりを締っている｡t P　　　　　　たい

ES雌　　関村これは平家物精にはないo　これは唖之浦で平家を滅ぼした義経が､

_んけん

梶原の練首によって'都落ちをし'奥州の藤原秀衡なたより落ち行

いわしもの■加

-謙中で､岩代の国債美　(楕島県､会津付近)　で'屋島で討死にした佐藤継借♪の母と子の和書の鼓特を受け､その時に弁慶が屋島の合戦における佐藤継偉､息盾の倣さを物締るo
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かう申す各

*

駈けふ曇がっ

経に'矢f

と見えしに､門脇殿
いモー

の次男能登の

寄せ

鰍-郵戚鳥コ甘t山

笥当り利巧

々を初めとしてr　みな

御画面顧

弱浸､パ叫tq頻り粥』望q画

A)こ1勺l一

当機｣慨廊J叫醜､机頑′那珂刃顧

て'お馬の前

て､義経

rT山tiT裾引～やAATt.J "dwftTj

りと笑ひて

｢叫引｣ー

.,.,　　　　　　　　　淋‥け

割′芸一句噛画｡ー山部｣轡蛾｡1.射轟榔1璃扇｣司叫叫雌盛uV叫頑

如矢を射込む

狙い所

うと放つ

あやまた

借が着たりける
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たまらず

長の草摺

こ　すーっ
.山■■　.ll

･な

たと射留む'さてそ

毒蛾J｣轡叫去dJよ

馬の上にて乗り直らん乗

対｡鳳～封等重視

り直らんと

せしかども､大

轡項引両り山

か

ち

に昇かせ'

いかにいかにと

童えども'た

んだ弱りに

矧く表.碧

∪慧野郎ーや劇画は11副(叫下町画丁苛勺叫粟､UI郵封刺､



轡琴聯慧慧矧五山

なrL事

継借が首を目がけ'渚の方に走りわたるを'思

借射い.ではー吋万乗時ー覇王が.式中射通首九.か.っばと転へは

んで下り'菊王が綿申掴んで'蓮か

..itv..;､.~藩か叫船1,I.{嘩ttLr/{叫埠..(～.～gj.)

純銀の左右の席

にあたる部分

楓扇石J町嘩笥奄1く賦師〉望郷-画く嘩射通7くく慧｣期鳳JJー勲､瑚司可憐～へ』　と綿ふQ『鼻息』　では義経の弓流しを'『貴滞』　は'景津と三保の谷の争いを､『摂待』　では､佐藤継債息借兄弟の働きむと､繕うのであるo現曲として綿にはないが'鼻息の合戦の前に巻十横笛の事以下で'童盛の子､維盛のことが牛かれている｡小松の三位の中将維盛の郷は､身は屋島にありながら心は都へ通われたりO　故郷に留めおきし北の方､幼さ人の面影のみ'身にひしとたち添ひて'忘るゝ噂もなかりけれは'あるにかいなき我が身かなとて'寿永三年三月十五日

tL=qと

鼻息を紛れ出で'紀伊の鍵から山伝いに高野山へ行かれたo　其処で

e[.JJ>

知り給へる塾に会われ､知覚上人に髪をおろしてもらい出家されたQ
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そして高野をたたれ'熊野へ向かわれ'三つの御山を歩指し演の宮より船に乗られたが,その沖に山なりの鳥というところで､｢祖父太政大臣平朝臣清盛公珠名浄海､親父小松内大臣左大将垂盛公法名

･J･_ウれんこれもL>じJ+与上ん

浄建､三位の中将級数抹名浄榔'年二十七歳'寿永三年三月二十八日'那智の沖にて入水す｣書き置いて､沖へ出て入水された.
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いかJ>かナ一

碇　潜　(巻十7　壇の樺の合戦)

義経は'屋島でうち勝ち'周防の地へ押し渡り､範頼と一つになります｡

モJlからぷわ

｢源氏の舟は三千余般'平家の舟は唐船少々交われり｡さる程に'

▲かt

元歴二年三月二十四日の卯の刻に長門の国赤間が関､埋之浦にて源

十▲わ★いy暮

平の矢合とぞ定めける｡判官と梶原とどし軍既に戦せんとす､梶原申しけるは　｢きょうの先陣をば貴時にたび嬢へかし｣判官｢義経なくはこそ｣梶原｢まきなう候殿は大将軍にてましまし候ふものな｣判官｢共は思ひも寄らず'鎌倉殿こそ大将軍よ'義経は孝行を凍ったる身なれは'ただわ梶原と同じことぞ｣　と宜へは､梶原先陣な所望しかねて　｢天性此の殿は侍の主にほなり難し｣　とぞつぶやきけるo判官｢日本1　のおこの者かなjとて　太刀のつかに手をかけ給ふQ梶原も｢鎌倉殿よりほかは王をもち奉らぬものを｣　とて'これも太刀のつかに手なぞかけけるQ　されど判官には三浦介取りつき孝り'
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梶原には土肥次郎つかみついて､両人手をすって申しけるほ　｢これ程の御大事を前にかかへながら'どしいくさ候ひなは､平家勢いつ

如ん5ん

き候ひなんず､かっは鎌倉殿の帰り聞こし召されん所も穏便ならず｣と申しければ'判官しつまり給ひね｡梶原も進むに及ばず｡と嘗うことで'どうもこの二人は気が合わなかったようですo平家物棺にはこの合戦の様子が詳しく着かれているが､両軍の間は

&･._て

海の面僅かに三十余町の隔たりである｡門司'赤間'哩の浦は'潮の早い急流であった｡平家の船は心ならずも潮に向かって押し流されるQ　源氏の船は潮に乗っておって出たQ　沖は潮の流れが速いので､梶原は汀に船をつけて､行き違う舶な熊手にかけて引き寄せ'つぎつぎと敵の船に乗り移りながらp　親子主従打ち物をふるい'散々に

√へ

敵を薙ぎ倒したo　その日の高名の　T　の輩に紀されたo晒曲には.平家の最後の様子を締った曲に　｢碇群｣　という曲があります｡
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ゆかり

『碇潜』　とい-曲は'旅の佃　(平家の所縁のもの)　が一門の者を弔うために長門へ来ますo　そこで舟美から埋之浦の合戦での教経の奮

はPLてう上

戦の様子'義経の所謂八草飛びなどを聞き､曲の後半では平知盛の亡葉が現われが､知盛が碇を兜の上に戴き最後遂げる有様な見せると全く合戦ものでありますQ

し▲うせん

【さてもこの唖之浦の合戦'門脇殿の次男､能登の守教練小船に取

如く差止-　　　　　　　　こ　こ　かしこ　なr

}′･･ー一-.メ-一ー■き1.･･ヽ.51.一.-一書1-1･-･-1-･IIJlll･-ーーー･-･　-　-1-一1ノー　　　　　　　-　　　　　　　--∫-tJl′･､Jl･-1-,-･･jI･､11-･.-1-1′1-㌔-I-′･Il--･～･11-･書･lくrlJtノーノtJtJ1-(･IltJ.∫...Il1-1享七･rつ一tlfり乗り大長刀を室長に取り延べ､此処彼処を薙給ふにぞ'兵多く亡　　※柄長く
)i.至言-J117-11･～Jlj､jl　　-　　1-し･･11ノーー･　　　　　　　-　　　　　　　l-ll-･～II.J･､----･.---～-･J～　　-　･JIJlJ～ノーノーノー1･---･ノ～l--r-′～･l-I′--･l/1_/W..lllI_.ー＼ーー(一lJLl.).1ーlー′1.A

びにけり､その時新中納膏使者を立て､せんなき能登殿の振舞かな､

雪慧野顧五｣引融-録画JJJ酎1勘考訓戒､出血→～割く勺は7) M叫毒蛾1.
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大将と組めと首

うことにてやあるらんとて､

しゃあるらんとて､敵の船に紛れ入り七　九

_I
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はさ

刀脇にかい挟んで

にHLJt▲ノ
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めい

iriLQ.州..nri.d..ib.のiのしおのれ等に･<･･?も〃もいる~ま~･Jや､いざや~買

に連れんと

の腕をさし

出し1.級.らを潜んで

引き寄せて

右の脇に

んで波の

氏
忙沈みけ

り

】と先ず教経の最後を締ってい

数'浮かみてか

lんにJ)　,P.Jく

叫融融議馴

g地引馴J当町ず

ゞ兵船にぞかゝ

+∴

に立ち渡り矢

触ー融1頭..+{

て寄せ来る赦せ

待ちかけたり'中にも知盛

み出で

1'大長

今はこれまで沈まんと

萄聾唖融雪叫等q嘩∪ー叫利一がJvl醜惑明確ー蘭画引句叫都東署
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んと'温かなる沖の碇大

細.A '<いやえいやと>　引き｣げて~兜の･言ト'､

I.Lγ
笥弧｢惑刃扉dT7げTS』と知盛の最後を締っている｡

この律半を次のように綿ふこともありますoワキ　『さても

夜も静かなる折節に

この海際の辺にて'平家の跡

触感慧響剣｢判で嘩準が最告里村弧慧準か翁竹′】山｣yy革む



L･<.▲う
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れぬ琴の爪音'あら不慮誠の.こ.ij.やー瑚､.yT叫ぶ当mコぺ梱.可叫廟71一′朝｣胤

▲いJ)ん上,I

慧桝蘭-拙湖面融雪仙詔叫露｢磯部頑m勺尋画､華

かじ一くJ)

棉枕'せめては月を松風の'吹くもよしなや苫取りて'夜舟に月を待とうよ

iLん-11んじ▲う

句叫身)戦痕粟､利幻須J一箪旦顧ー華1郵融赫J叫.ぼ討つ紺｢榔岬ノ封｢机

町Jー､(郵雨雲利顧く君′q邸画商赤く剰威7.王朝ー嘩醸｣瑚顧頑桝引ーリか.T

新中純音知盛､

二触感Iq朝潮忌日～郵笥叫JF憐1～御融通tu(融

t,.4
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がら行幸を'波の底になし参らせ､!　門供革し申すべしと'涙を抑
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申さんと

jB一灯

笥m召叫線､勺璃Th到弟扇一機頑日義)醜
給ひて､栄に向はせおはしま

Ull.萄戚刃細心

御暇申させ給ひ､

わん･Jt･うねん

g雪御wi=寄掛J誓付｢轡吋義

体を抱き目をふさ

▲L■

義刃

▲′JB

り給ふ'恨めしかり

し事ど

もを､締るも

よしなや跡弔へや佃

こく■′　　　　　とJb

にわかにかき曇り

､夜るすがらくど
聞こゆ』

き給ふひし

これだけ異なることを締う曲も珍しい｡文章としては後のほうが面白が､碇潜の曲名では相応し-ないと思ふ｡長々と醸曲の文を着いたのは'哩の浦の戦いの様は'平家物語より締曲のほうがよく表現されているようだoこのように平氏の一門はみな波の底に消えたのですo女院も海にいらせ給うが'源氏の舟､沖ぎ寄せて熊手にかけて､引

しんじからひつ

き揚げる'また'大純音の典侍局'神適のはいった唐様をとって海に人らんとし給ふが､武士ども取り留める｡平大約首時忠は生捕ら
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れていたが'時忠の申出で義経元のごとく収められ､神延は無事であった｡生捕られたものは'宗盛､時息､津宗ら三十八人と女院､北の政所､大純音の典侍殿ら四十三人と伝へられるQ

いJ･J▲ウ

IT八原御幸　　(輝頂の巻　小原御幸)平家物緒では､巻十二の律の濯頂の巻と平家物鱈の最後のところである｡綿曲では､出家された建礼門院が'大原の寂光院へ住まわれた｡文治二年　(埋之浦の合戦の翌年)　御白河按鼻は'賀茂の祭りの後'大原に行幸なった｡藤曲の　『大原御幸』　は､このとき建礼門院からせ乏浦の合戦の話､安徳天皇のご入水のことなどをお聞きになるところを締ったものであるQ

Jもと

建礼門院は､京へ帰り初めは東山の麓の吉田の辺の住み売れた'庭
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ナだれ

は草深-､軒にはしのぶ茂り､簾も絶えたような住いであったQ

Ltと

昔は玉の蓋をみがさ､錦の帳に縫われ'明かし暮らさせ給ひしが､今はありしとしある人にも皆別かれ､壷かりし波の上'舟の中の御任ひも今は恋しうぞ思し召されたQか-て女院は文治元年五月御髪む下ろさせ給ふうたo

たt.わ

女院は十五歳にて女御の宣旨を葬り､十六にて后妃の位に備わり､二十二にて皇子能生あって､皇太子に立ち､皇位におつきになったので'院号を賜り建礼門院とぞ申しけるo　入道相国の御娘なるうえ天子の母にてもましませば'世の蓋うし宰ること斜めならず､今年二十九にぞならせましましける｡文治元年長月の末に勺　かの寂光院に人らす道すがら､まがきの菊のかれがれに'うつろう色を御覧じても御身の上とや鴬しけん'かの仏御前の墓所へ参られp　祈り給ひけりO

re G

かゝりし程に'法皇は賀茂の余りの後､卯月二十日余りの項小原に
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行幸なった｡｢西の山の簾にi字の御堂あり'これ寂光院なり､葦

ともしぴ&Jぐ

破れては痔不断の香を焼き'扉落ちては月常住の燭を挑ぐ｣という様なところであった｡｢庭の青草茂り合い､青柳糸を乱りつゝ'池

さb

の浮草波に滞い､錦を埠すかと疑はる､八重立つ雲の絶え間より'山ほととぎすの叫声も'君の御幸む待ち顔なり｣綿も同じ文章である｡法皇これを御覧あって

池水にみぎわの桜散り敷きて

波の花こそ　盛りなりけれ

と7首-ちづきまれ｢古りにける岩の絶え間より落ち来る水の音さへ'由ありて緑縛の垣､撃黛の山'絵にかくとも筆も及び難し｡肺では'この凪を『桝引可太画吋血卿葡融司可TI蘭ー光酪｣望郵轡融.動線
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ヤtけととrtT
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上いJ)ん

〟.みぎば軒-ii.鷲あって.･滝水にふきト･]桟敷〓取て､41.山化こそ盛~T T TllTYTIIY.~.~~~Y.くノ､′II′il.･..ー..t′蔓1ノ･11Jl.rll.き1.--･く･.1　　　　　-　　　　　　-　し･1-　　　　-　　　-イ～･lJt･--1-1～一/l書ノラ､一一｢一tlr11′._.～1,一J/ll･ー(ノーノ■ヽ･i一r一rl.喜一Trりなりけれ'古りにける'岩の絶え間より落ち来る､水の音さへ由

り..くら　　　　　　すいたい

いも入′

破れては需不

ありて､緑帝

とも筆にも及び難し､　1　字

とばモ

引→く{臓習い1蛾頑頓ー割く瑚ー

これなるこそ

れい

封醜Tet副

とざ

いかゝり賛じ

轟らも

笥叫勉｢動画融』とはゞ同じ文章ですo

法皇'｢人やある､人やある｣と召されけれども､御いらへ申す者なし'や▲あって老い蓑へたる尼一人参りたり.｢女院はいずくへ御幸なりぬるぞ｣と仰せけれは'｢この上の山へ､花摘みに人らせ給ひて候｣と申す｡｢そも汝はいかなる者ぞ｣と仰せけれは'｢申

はばかり

すにつけて滞り覚え候へ鹿も､故少納宮入速債西が娘､阿波の内侍

A-んしっ

と申すものにて侯なり｣｡法皇は女院の御庵童に人らせられると'

･8].ご▲フ

その1間には来迎の三尊が祭られ､色紙に大江定基法師の詠じた､

-1 28-



こ･Oんし▲うじ●

｢せい箪歌轟かに聞こゆ孤賓の上､重森来迎す落目の前｣と脊かれてあったo　この旬は　『大麻御幸』　の　『寂光院』　の小事がついたときに捕われる｡

一.け･Jつた

やゝあって渡き煮染めの衣着た尼二人､岩の懸路を倦ひっゝ帰ってこられたo　法皇｢あれはいかなる者ぞ｣と仰せけれは､老尼涙を押

ほな.LFt~た与ひ･l

えて｢花雀骨にかけ､岩つつじを持たせ給ふほ女院にてわたらせ給

っJI-わらぴこ九_ね

ふ'爪木に蕨折り漆へて持ちたるは中細嘗椎葉の娘､五条大柄首国

わんめの上ナけ

綱の妻子'先帝の御乳母'大納宮の典侍の局なり｣と申された｡この辺りは弼曲も全-同じ文章であるo　平家物綿の良い文章は'そのま⊥締曲に取り入れているo　『→畢頑画顧ー紬duF.要融

上+_1てじ-l･じ｢一)r(

斯.J.､･･.甲山柴の相･Ltは~塾鈍れ･jEt.･(.かこt埠.1三･t}!i､2..0山外の御幸かな』　の後は､平家物緒と少し異なり'大原の里の四季の様Pンギ　(シテとも綿の掛合い)　で繕うO女院は重ねて申さ給ひけるほからは､平家物綿も締曲も平家一門が

-I 29--



西海に落ち'最後には､皆々大海に沈み沈み果てた様を脊かれ､締っている｡文章は前の用に同じ文でははないが､いづれも口綱の良い,ぅっ-しい文章である｡何れも長いので削愛するo

-1 30-



正　尊　　(巻十二土佐坊斬られ)

さて義経は京へ凱旋したのですが'元歴二年左月'大臣親子を連れ

淡ざん　　如上の人に他人

鎌倉へ向かいましたo Lかし先に鎌倉へ帰った梶原景時が頼朝に譲
そ1フ

葉したので鎌倉の七里浜付近に関を作り'大臣親子を受け取り'義経は鎌倉の東南片潮へ適っ帰されたo　｢正尊｣　に　【萄顧-封蝋卑パ緑
Jr7]叫扇額｡ノ喜藤ー刃根｢準巧速`71割｣叫り郵】と謡ほれているのですo

この後の曲は　｢正等｣　になるのですが'平家物語は､巻十二土佐班殊　(きられ)　になっています｡

Jbられ

強の　｢正尊｣　は　平家物語の　｢.土佐諌｣　の項とほとんど同じですo｢さる程でに､九郎判官には'鎌倉殿より大名十人付れられたりけ

▲しんこ･n

れども､内々御不審幕り給ふ由聞こえしかは'心を合わせて山　人づつ皆下り果てにけりO　兄弟なる土､殊には父子の契りをして去年の正月木曾義仲を追討せしよりこのかた'たびたび平家を攻め落とし'

.Tけんし.8う

今年の春滅ぼし果てて1　天を静め､四海を澄ますQ　和食行はるべき

の事を告げ口する

･ I 3 1　-



所に'いかなる子細かあってか､かかる聞こえあるんと､上　1　人杏を始め奉て'このことは'へひしとき'

ふしん

下蔦民に至るまで不審をなす｡

ふなゼらへ

去んぬる春､摂津国渡辺より船決へして八島へ渡り給適格たて-たてじの論をして'お1きにあさむかれた

いこんh人げんむはん

りしを梶原遺恨に思ひて常に議書しけるによってなり0　定めて謀反の心もあるらん'大名共差し上せは､宇治･瀬田の楕をも引き'京中の騒ぎとなって'中々あしかりなんとて'土佐房昌俊を召して'

もの･JさfJのたt

｢わ憎上って物詣でする様にて､たばかって討て｣　と喜ひけれは昌
ii.1こ

俊畏まって承る｡宿所へも帰らず'御前をたってやがて京へぞ上りける｣　とまずあります｡重複するようですが､綿の　｢正尊｣　では'曲の初めにヮキ蒜空が､『割､廿､引′細雨郡部町磯はr～鍬∠郵厳封J禦刃郵車木石｢拙く廟封昆JUJ州讐へ′d瑚ヤ司日当御璃相可扇ー机画?)ぶd日当mハ守′～心く射J可慧当tJ刃づー亮｣轡下引′乗ー毒～苛頓零細ー可丹木廓轟画1斬繊細ノ華UJjJが.JrTjt^の､轟′ね､

-- 1 32-一･一



瑚頭J叫讃到魂扇感畠.jJ72割覇ノ叫葡感涙～義で.勺｣夷(斬繊画Jー(由海を津ます

i司噂融一ペ1割脈d7～漸覇転義榔頑画風射承引
いこんざんtう

uJ珂利通融JWru｣漉苛､〉和国郵融醜笥Ul血叩珊承句町叫射戚叫.可憐』　ふ下川-　その後も同じ文章がよく出てきますoさてこの正耳という曲の物弾は､正号は郡へ着いたのですが次の日まで義経のところへ行かなかったので､正等が都へ着たことを聞いた頼経は､弁慶に　｢何とて御伺忙釆ないかと｣　迎えにやります｡弁慶に連れてこられた正常に義経は『いー叫両刃嘩喝嘩リヨ宰相叫涙扇.顧召郵J,0.T華心魂叫磯裏′､射撃mJ1-畠郵相融雪那
fWコ慧聖者~∪可動血町野引郷等腐嘘パー碗東通車叫ザ蘭.ー画

ひと･<

報画画せdJ嘩叫JJFPN～郵画如頑{刊顧慮ー引腐..1TijTr慧項威召恩讐り儀1璽1‥竹TJqU肇慧画丁封TTjj琶緑JI〉郵楓
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脈｣蓄r肇漸減画叫碗
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のは騨ぎとなって

は悪

しかりなんと思

口熱日動蘭画月7義昭Tr.f,刃｣引

淋たは

≠i-で4..折かLJて.肘も申せとこそ=;;･.*陳ひっ.:)め｣と･j尊む貼間します｡

.I L▲,.,粥l Lglん

そこで正書は嘘でない紅組に起甜文を書きますo

ぜんじA▲JR_い十ナ

判官は磯の禅師の娘の静を縦愛されていましたが'正尊に酒を薦め

し●yし一

静に舞いをJKわせた後'正等を宿所に帰しますo綿でも∩只今土佐が宿所を見せに便わし候と頃に】とありますが,

粥かむら

平家物拝によると､六波拝の禿を三四人土佐坊の宿所を見にやりますが､帰ってきませんので､はした者を再び行かせますQ　その者は｢夷は門の前で切られており'宿所の中には'弓を張り'矢を兵ひ､

･_Cl九′で

皆物具し､物絹の気色は見えません｣と報告しましたそこで義経は太刀を取り､中の門を聞かせ寄せてくる土佐坊の軍勢を待ちますQそこへ土佐坊の軍勢が攻めてきますが､弁慶は　『日義恥

淋あざまむい

て

淡神仏にgLい

義-gt紙

粥遊女に仕える

少女

-1 34-
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揖画噂城山庸】と戦いになりますo能でこの戦いの様子は見て､大変面白いです｡また､綿ではこの起純文を綿うのが非常に難しいとされていますo平家物綿では､戦いに破れた土佐坊は鞍馬の奥の僧正ケ谷へ逃げました｡ここは義経の故郷ですからへ　すぐに締まり義経の元へ送られます｡平家物緒にちょっと面白い話が事↓れています｡頼朝は土佐坊が討

し†てい

たれた鞭を仰1､舎弟の範頼に討手に行けと命じますが､辞退します｡再度命じられたが'力及ぼすと物具して暇を申し出ます頼朝は
わどC

｢和穀も九即が兼似なし給ふなよ｣といわれ､その青葉に恐れて物臭を脱ぎ起きて､京上りは留まり給ひねo　全ノヽ不忠なき由7　日十枚つつの起汁を書き､百日に千枚書いて垂らせられけれども､叶わずして速に肘たれ給ひけり､とありますo

-▲- I 3　6･一一



舟弁慶　　(判官都落ち)

この後｢判官都落ち｣ですが､臓では｢舟弁慶｣という曲になります｡判官は十一月二日'御所へ行き'｢義経君の御為に宰公の息をいたすも､頼朝'郎等共の執首によって義経を肘たんと仕り候ふ間暫し餅酉のほうへ下らはやと存じ朕｣といっています･このようなことが｢舟弁慶｣という曲に弁慶が【簡蓋轡郡毎融要項郵相｢緑

r要点明郵射】と首わせている8

とます都を御開きあって'西国{湘下面｣郵射】　と首わせている｡平家物緒によれは､四日大物の浦より舟にて下られけるが･おりふし酉の風烈し-吹きけ九は､判官の乗り給へる舟は住音の浦へうち上げられた｡判官の都より見せられたりける十余人の女房連なは､皆任青の浦にて捨て置かれたりけれは､こ1やかしこの松ノ下､砂

▲h

の上に倒れ臥し泣きいたりけるJJp　往昔の神官これを憐れみ,乗りものを仕立て都へぞ送りける｡

-1 88-



]tん〇.4▲フ

西の風忽に烈し-吹けるは､平家の怨霊とぞ聞えし｡このことが綿曲『舟弁慶』　の構想となった｡これは綿本にも､そう書かれているし'さらに　｢義経紀l葛西　｢義経都落ちのこと｣　には､史に拝し-紀されていると脊かれている｡綿曲『舟弁慶』　はr　他の曲と異り　｢平家の怨霊とぞ聞えLL　ということよりの発想で､後シテに平の知盛の亡霊が波間に現われ義経のT行を自分が埋之浦で沈んだと同様に､海に沈めようと斬ってかゝ

かかん

る'これに果敢に切りむすぷ義経を労慶は押し隔て､打物業にては

かな

亡者相手では叶はないと､祈りに祈ると怨霊は遂に祈り退けられ引く潮と共に跡知れずに消え失せる｡

tいモ▲′

前半は､律半に凄壮さを表わすため､前半では悲哀さを表わそうと平家物緒とは速い'舟に乗る肺に静との別れとしたのであろうOワ車の弁慶に『磯項頑郵画日.郵｣町JUー嘩Jf`d一引.1割郵∪〉引軒別-噂御融

-1 37---
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れこれより御返

UI都.拙く小山.,.･1T常.･;) V.勝

』と膏わせている｡

と■ノし●こう

そして別れの宴な催し､ク七の綿でr　音の支那の物語の陶朱公は'
かいけい_んごこうせん

会稽山に奥に大敗した越の王勾践と長い年月織れ住み'遂に県を滅

こ▲ソと▲ノ

ぼし､のもに,江湖に舟を浮かべ,悠々離がの生活を送ったという物綿を綿ふo　義経もt時織れ住み､頼朝の許しを待つという気持ちを､この物韓の例を引いて現わしていると思われる｡そして静は泣く泣く義経と別れる｡という哀れさを現わすo

と▲ノ.Ct+.り

静との別れを惜しみ'今日は波風が来いから逗留すると首う義経に

淋

対して､弁康は　『部面と月｣-.畢郷.遜磯野融.幽∪､慧引

以ての外の大

舶屋島に向かう

とき

なりし忙'君御舟を出し平家を滅ぼし給ひし事

今以て同じ事ぞか

-1 38--

を出すベ

し』　と舟出する｡舞台のワキ座の純へ舟を出

Lt　頼経'弁慶などが乗り込む'初めはのんびりと狂首の船頚との会話があり'そのうちに波が高くなり､船朗が懸命に舟を沖ぐ､『都議蒜岩見初潮1小讐轡慧り嘩研､日刊裂当｢摘rT～副木.刺
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かみ出でたるぞや'か1る時節を親ひて'.恨みをなすも理なり'蓬
ーTWvT桝緑メリー項-項緑威~郵懐動画融来dI顧Jとく華.根画郵頑′郵融

モう

べきぞ』　ここで早笛という､竜神などの出韻に用いるきっ爽と急テンポの磯子に乗り平の知盛の亡霊が班てくるo　この曲の　i　番の見せ所である｡この曲に　『踊後の替』　『重き抑複の替』　という小事があり､それぞれこの後シテの出鴇の仕方が変わってくるo　それによってシテの位がi-なる｡見て非常に面白い能である｡平家物棺では､住吉の浦にうち上げられた義経一行は吉野へいった｡しかし青野法師に攻められて'奈良へ落ちたo　ここでも奈良法師に攻められまた都へ帰ってきたo　それから奥州へ向かい､安宅の関を越え､奥州の藤原秀衡を頼ったo先に書いた　『摂待』　はこの道中のことであるo

I--I 39-一



阿州芯　　四竹岨

ふたpL Lづか

士口野静　･一一人静

『息借』の曲の初めに､『剖可頓墜･鞘郡山慧剛山野蛾一7｣当叫寓嘩動画副

弧Ia..i.I /...今沖ef..肘も1,.べき4.･･ ･iJJ -練に中

り憐』とある｡このことを義経が知り､

『iT叫｣桝嶺刃射
を射､その

簡融､叫到引.u

て退っ　つく

べき者や

ある』　という｡

そして佐藤忠借が避ばれ

しかも一人避まれ.申し

.醸

曇りか司1簡刃不出ー慧』

と涙をおきへる｡後半で裁縫を召し取ろうと攻めてきた衆徒を相手に､息借は奮戦し'措きな頼りに飛鳥の書く走り掬って､義経の向かった都をさして急いだQ『青野静』は､義経が青野を落ちるところを晒ふが､『恩情』では息借が防ぎ矢の脊戦をしたとしているが,芸日野静』では､衆徒の

-1 40-



集まっている所へ出て､十二糖で落ちた義経ちな追っかけて討とう

むこ

『T･ゴー′讐叫画メサ^ij^.献71.ノ鴎e"野頑画l嘩IrT寄弼叫斬矧ふくべ､Urーか.や須'犯帝や郡ー,a,1葡T..I.郵叫恕庸′uJ轟ノ郵^ijhJ噂7.I.いてかー特融御車緑藤娘扇｢稚頻ぐ
.対..織りi{せ1両鳥./ij.ー風ーtW.噂か示ー"iJrt.Q画す頑か』　と衆徒をなだめ静に

舞いを*わせ'義経らの落ちゆく時間錬ぎの楳計をするという曲である｡その舞　(クセ)　に　『句緑耳頓部ー噂がノVw～懲ノqGP～.魂ー郵叫NiT萄ノ~風下璃嘩喝雪)ー頑哩到.･･ q^水画漸轡叫Pw.'轡叫頭七五｣勾潮～iF孤J〉ー嘩廓ポー郵

.･1.ん■十†お一

JjvノiiT､(来蘭画郡､聖で.碗凍ー;j7.NL郵轟噂載線画｢画払画し叫uJT｢寄野､誓

LJ_JT.+I

珊～孤く苛.叫ー印加′剣山rr噂ー弼野戦弼′ごJ覇U.TJ感ー華叫郵楓→ー執弼頑融融

.一●と

繋瑚rー〉櫛馳)の^薗蘭.噂JL1^轟郵琴嘉な.TQ A.rUー>^.I.郵都-,f増山甲山.画7t～.郵触感

J_▲かPごら

87ぎ郵漸∪魂廃滅頑､.叫ノ郵融1時ー魂ノ利牽瑚J熱線..qぺ)‥リー巌J叫如し己..香

&ん･v-11い▲■ど]X

忠.村山TI線ぶ〉瑚禦仙慧叫廃底′ur^畢り郵織'剰dr)堀.Br珊ノ畑蘭畑山ーで'

笥喝サバ耶ー珊瑚ぶ);u vl緑7.1都蒜(郵榔(.ATSw,o M刃木′恕rlく細ーぢ喝叫郵勲記

わしのお巧ら

瑚ー刺画叫腐郵叫軍都.で7一読叫轡は魂JT=Sh寓ノ軒7^^.珊舜華五人(F.虹7,く画1㌢
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句郷扇)九蘭〉Jrf:qTJU.ヾ(′藤.叫雌)噂画廊魂慧=嘩7…(遜人T)五15.がJ引頑涙』

しつおだtさ

と挿い　『UI甥や^jt､甥r^賭6,両帝ー珊→磯JSr適ノ∪7.N苛融J郵ノ.Q､恕ふり画扇明地iと舞う間に､義経は難無く落ちていったo同じ場面を　i.忠盾』　と全く異なる曲趣として現わしているoFl一人静』　書手鎌では文治元年十7　月十七日の灸で静御前は青野山で義経に別れたこと1なっているo　大物の浦にて別れた静が､この

ーlうJbtくでん

山に着て'五日逗留し姐'衆徒蜂起の由を開き山伏姿で逐電したo

しt.)1▲ノ

*かに対して執行は同情し労したo Lかし､どうしても鎌倉へ送らねはならぬとあって'折りから上京中の北条時政の元まで差し出した由が紀せられているo　このようなことを脚色してこの曲が出来たのであろうと言われている｡この曲の中に　『瑚融雪バ珊瑚夕垂木′蛾叙勲垂心ノ緑rL磯ー喧ー郵榊､`聖御蔵楓iiv覇叫机∪』　と義経の最後が､衣川と初めて出てくるo
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か1.て

三青野の勝手明神の神秘が'弦月七日の拍車にそなえる若菜な摘み

なつみ一~わ

に女を薬細川へ行かせたところ､　T　人の女が現われ'封家の人に…日経な蔀き我が跡な弔って下さるようにと､伝讃なたのみ､もし疑

つ

う人があれは､そのとき私はあなたに贈ーいて名な明かしましょうと消えて行く〇

一■こ-亡

その女が帰り'神官に　『衷しからず候程に'申さじとは恩へども』というと､突然『恕〉町郵日中LxT勇d｢&:う.く畑可や項斬.郵日義｣いく雨

つ

畑山叫〕叫引Ji魂∪～禦m｢ず日当や虹　と先の女がとり熱くO　そして私はこの山まで御供した静であるという'そして　『拙轟承り瑚頑等

.It

諦せいこう

麟義姉毎日扇引　言､勘当埠頭く粛碗L噂鞘′瞥融　/サ1棚は画頼→

はil_つ

言｢水r刊､蘭‥｢嘩′郵税顧画叫璃感石∪　プキ｢Tf轟く嘩不融TiiJ叫dJハコ当畑

はう4,ラ

純綿好

締水綱'

地で織

勧智でに用ひ

た多賀織
く厚っ

掩くた
-- I 4　3一一一

とて'宝蔵な開き見れば､げにげに疑ふ処もなく舞の.衣装の.候』　とその装束を取り出すと､静6;.髭が現われ､二人で　JPU〉凋く雪目項)｣鰍肌

li･tl

叫画肇感づJ魂ノ射線∪→､い琴動画dt　蘭/S～融緑雨扇』　と謡い､舞ふo

･舞の.衣装の.候』　と



ヽ3TJJかへせ11､､いじ.･へも､甘しく･_ ･山_. ･卓,･U･,,,･=･.∵. ･･ ･恨

知

人の女川:.溝･J･そはげめ､･呂か4L:釈.九八･,i/-･の,拙さ1｢せき=. ･7

3*く

習ひなればと

ぞ山桜'雪に吹きなす'花の松風静が跡か

弔ひ給へ』　と消えて行く0

じ▲うと･P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ

ニの曲は能の常套手段な避け'静の宙と'その巌が憩いた女と二人

jIいl

が現れる怪奇さを狙ったと思われる｡

こも名武た自我

と残は土と脊&_

なしいとほしは
いてつしいて衣

ういまてへ梁川

るでの'てで
--i 4　4---



はつtろくだい

初瀬　1.ハ　代　(巻卜∴　　祖師六代の.こと｣

.JLTLん▲▼J_･v･

締曲の　『初郎∴代』　は乱曲　(土'中､-)　と､二曲　L /初瀬∴代'東

わ･もならい

国下り､西国下り)　が虫留として　射しし･締まfCナてし7｡

･､･･t】＼小ー..〟■L′.＼ー0

謡曲は､督通り　つの物語な､主役　(､ンテ1]　脇役　イワキ)　魯唱部分　(地綿)　という役割があり､その物綾なす1めてゆVのである{∪曲の中には'文章も美しく'節も面白い　7　節か独吟とい　っ　て'一人で硝うこともあるo　乱曲､三曲ともそのようなものであるが'曲の中の一節でなく､Y T>t bカ　【　州とも一てしそ

I.)､′)▼l)1-｢●.＼1.0

大体に於て､平家物納などの曲としての筋戴きでなく'その中の一部分お粥ふo

ぷんiiv

平家物納の　｢勧舶六代｣　では､蔵屋の撃文官坊が､小松の三位中描雑感の子息六代御前が雑食へ引かれるのむ助け戻り､得に引き合わせると貰う物語である｡一継曲の　f初潮六代虹　の筋秦も､同じではあ

り書･<

るが､文革は全然異なる｡例へは　JTB嘩弓碑石日子1j′刊｣は(鮒)剰く町鋸}拙五､

-- 1 4　5-



思ひの火れ画畑

裁

な胸に焚

ほっlqい

き､･H..1:･鼓-.;ト･㌣斗.･･∵･. ･∵.純-. ･･廿か･恨1､.

礼智膚の祖師､立道の大観たり仏とか､子女失う気持ちを

こと.=り

タ七の招小二.枇舶･=細山雪　∵＼ ‥･J ･r" I:1:i:･‥; ･緋1･.伽的=乳‥

I

慨顧賓東胡-跡ー現車

カふ小

てはかくと愚へどもまこ

と別れに

T~(Y妻1圭1､書-～～～I--I-･----～1---1----tJI･･-～-I～---1-.～--1(ノー-ー--し,∫-･､･･1-～--～1-～＼く-～くーー/モーノl･ノT

なる時は'思ひし心もうち失せて､ただくれくれと堪へか

ぬる､胸の.火痛yT苅項可動痛芸畑』と良い文章であるQ
東国下　hリノ

これは平盛久が､鎌倉に送られる道中を締ったもので､hT盛久』の曲の中にも､逢坂の関なこえ､瀬田の摘む渡り､熱別八輔,大井川箱根山女越える道中な稲ふが'素因下りでは'その道ぺ･の紫色な古都な引き修飾を加えてた文章になっているo
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西　国　ヤト-･Jnノ

これは寿永二年の秋､平家が朗軸へ落ち行くとき､かっての禰僻の都の売れ果て1･いる様子などか細ひ､さらに九州へ落ちて行-道中

/▼ヽ

諌すさtこ<･tん

な綿ひ'曲は　『月落ち鳥鳴いて､露天に満ちて冷し-汀村の漁火も

･ヽ

かく　　　　　　　　　　　　　　諌はうそう　　しただ

ほのかに半夜の鐘SLWきは'客の船にや通ふらん蓬穀雨滴りて知ら

小L)_J_

ぬ画画顧画瑚1桝郵引融扇り郵､利緑′項魂､磯漸1%.頑項ー期ー明瑚Jj､酸く時価瑚頑』　と終わっているo乱曲
阿古屋　の　松　　(華二　阿古巌の松∵

平家物鰯の　｢阿古屋の松｣　は､日本は音一二十三敏園にてありしな'中頃六十六箇即には分けられたりなん}　出羽陸奥も一国であったが

さねi;､た

陸奥と出羽に分けられたo　賓方中将が､奥州へ㈹されL時'当園の名所阿宙展の松女鹿んとて'関のうちむ朝わ回ったがむなし-帰る途中､　1　人の老人に会い､尋ねる､と

L- i 4　7-一

湘唐待避
の楓細村より

ノ一J一Il　　′　●

湊竹JJ.毛

恕

蔽

う　夜､

た　泊覗

船　の触



=.-qく

陸奥の阿肯展の松に木隣れて

出づべき月の損でもやらぬか

と云う心から'当園の名所阿古巌の松と尋ねた., A.でございませぬか､その歌は'陸奥と出羽が一つの国であった頃詠まれた歌で､いまは阿古巌の松は出羽の国です｡と教えられ出羽の園へゆき阿右足の.松な見たと云う話がのっているQ　そこから『阿古巌の.松』　という綿な作ったグ1･ないだろうか｡松の由来,高砂任雪　三保の松原の松と阿古巌の松とはタ凄いものであると締っているQ

如　　し　こら　　し,く
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EFEA

す』

即ち　『襲.孤

げ′-･････1)のi,･1.4ト･JIr､aJ閏.ll-4.朗

かー･4づl

〉『〉轡轡嘩蘭画碑号減叫郵TT,～ JTT等V,｣コ融

ill

にで1下風寮

封松lこ両の

じか赴qr)始

た去け雛鳥
故大､を帝
車夫そ松が

松原泉僻や････[･あい十附T=齢の松煉iJb;･S.きi･緋がtJ.I.i ･TJ...‥んj I締っているo



あ　と　が　き
『着発』に､『L,T叫慧凡て郵聖野画廊木,vJM職覇叫来録画画灯魂1割～･′〉111･/11ttくくく′.～　　…　一一ノヽ--ー～-I-～l一--～.-､くく一･･1-､JI1-　-　151･～,I-～---11J～---ll(　-･ノー･-･～～-∫--ど-ll-･Iノー--･-･1,-　…　-･1-㌔-----･1･ノーノー-(Jprーtノ〉ても宇治橋の合戦に弓手の肩か射させ'その矢か抜かんと少し傍ら

l阜ー壬.l,･一7､ノ　　…　　lー)ltノ･-～～Il-】-　-　ノl･ノ･･　-　--､1-1ノ　-　-ノ1-･～--II-～--I--LJ1-1▲　　-　　～--メ,-　-1--､･-･--Jl-171-しー-I--･11を(∫

引き退き峡間に､弟にて供奉栄深入りLt　やみやみと生捕られて竃』とあるので'平家物納には名前さへ出てこないo色々調べてみたが,観世本にも輿軌不明,治承､寿永､承久と三度あった宇治柵の合戦に,本曲にある･こうな拳契ほどの撃批物語にもないと脊かれてある｡平家物師より取材された醸曲は･架竺二十余曲になるo源氏物綿からの取材も多いと患うが(･票i･ゼ家物語のように読み返してない)　これ樫ではないと励う｡平家物縛であるから当触平家の人々が､中心に蔀かれてあるから'酸由クTTTJ壬も平家の人が多いのは当然であるが'戦物が多く半分以上であるC　その中で純粋に勝ち取は鹿島小曲であるQ　(木曾も勝

I 49



の邪に入れて二曲にすぎない)一ノ谷の合戦は､八曲もあるo　これは若い公達らの討死の哀れぎを強く感じた作者の気持ちの現われであろうかQ　面白いのは'柵盛も'頼朝も綿曲の役としては出てこない｡裁経で主役は厳島一曲である｡後はツレとか子方である｡こんなことな考えると､カ.私なか楽しいoちなみに'裁経の出て-る曲は､子方で　｢鞍馬天狗｣　｢熊坂｣　｢烏帽子折｣　｢船弁慶｣　｢&'宅｣　であるo　ツレは　｢正噂｣　｢息衝｣　｢摂待｣　であるo

E=ET;EJ

作者別に見ると､ほとんどが世阿弥であるo　禅竹は息衝､観世小次郎借光は船弁慶､正尊は弥次郎長俊'生田敦盛は神風であるo作者別に曲鶴む分析するとまた変わった面白さががあるだろうが.各人でお考え頂くことにしたいo
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雑安允反居仁応神仲成貴重親閲幸手孝幸拍安棋神 劔劔�R����鰾��2�����* 荏 位 冑���2�5b�ﾖ2�kﾂ�ﾂ�ﾍ��8ﾒ�+��

功 

皇 

特車恭正中療神后哀務行仁神化元宮安昭椿事珊武 

盆前 
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朱白大 鳥雑化 

由 
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lll � 劔il～ 

887 �777777777777777 劔777 

108 �887666554422110 劔000 

081 �200744879994757 劔847 

歴代〓人員エ



米酢宇光防清文仁群峰 

省醐多事成和徳明和蛾 

妊妊昌兼/!仁元貞天兼仁嘉東天弘 
長音奉平和慶観安術寿辞和長仁 

999988888888888888888888 

332099888857555556433220 

01317897458789740ー834349 

一花円冷村 

条山触泉上 

生長長正永永覚永天貞天天安康応天天天東 
弘保徳暦術延和観元元妊緑和保和徳潜康平 
～～ 三幸喜享享………三三三≡㌍享三言… 

横自律後後後三 
冷朱 

粂泉省粂 
河河尭 

応永森殊〝妊治奉天永覚最長長方治東長 
徳保暦保久暦平喜諌徳久輝元寿安仁■和 
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後後称後 劔鳴���*ﾂ�鰾�後記 小一 松 

土花小 

御珊松 
門光 

文応文〝先兵康事宝文嘉永/!正U応明 劔僮 傾康叢至永 

明仁正正禄正徳徳安音す長永徳 劔剴ｿ応慶徳徳 

～l～ll 

1111111111llllll 劔�11111 

4444444444444443 劔�83333 

8688885654442219 劔�99888 

79764107529419824 劔�20974 

雄〈 俔ﾒ�ﾌｲ�横言 傚����8ﾒ��"�鰾��2�iE後後壮 

水蓮 剽z苦 剞e奈柏義 

尾整 剞ｬー 剪ｬ鳥原〇 

寛元〝// 剏c文〝天 剏ｳ永弘天草〝大永文明延長 

永和 倬���2�長禄正 刹T禄､治文禄永正亀応徳子 

～ � 
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桃桜中東覚後後明 
御光 

門明 

卸町山元西正 
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年代衰　　(暗曲に関係するもの慧安高六二 �5b�
羽徳倉条粂 俟2�

仝仝要諦仝仝全霊全霊妄歪冨 ����ﾘb�
ニー元四二7C71:7T:7t: 

西 

磨 く⊃^-t=一七コ〇九 

TLq十 佇��
-t=Jl五十九^五印七ノヽ-_二三- 
.■●..--.巧 

日 

kU 

素養り轟平滑義頼梓に高俊大れ成滞頼轟 ��
盛仲､仲清羊平仲朝政よ倉寛政る経盛朝朝 

苛..寄矧

伊豆へ流さける太政大臣従1　位になる
･康頼･駿東鬼界島に流

により成経･康頼赦免死すの官平氏追討の令旨行り源氏に伝えられる宇治で自害石橋山で破れる借灘で兵を起こすす士川を絹て陣をひ-水鳥の羽音に驚き逃げ盛死去　六十四歳砥浪山の八幡に願書を凍､平氏を山揮う平家を安宅で破る棄平氏1　門西海に退く

l芸事る寮言さ害' 

主篠保新補源I*俊祇わ 鳴���

上原判事合氏郁寛王が 俐��
都の迦戦榊死の身 几��

落合梓へ去抄の 兒��
ち戦津は汰栄 亅ｲ�

しか筆 

葉木小違和畔俊笠仏紙 膨�xｲ�kﾂ�
盛甘甘†政寛吉原王 

ー^. 



書芸
==-二九三　　　三
●　　　■　　　●　　　●　　　■　　　●

九七十七二二ノ＼　　十

義仲の軍水鳥にて

破れる

義仲征夷大将軍になる義仲宇治･瀬田を守らせる範姉･義経京に入る轟仲東沖にて肘死粁朝に主旨を下し平氏を肘たせる平家7　ノ谷を居城にする
一ノ谷の戦いで平家破れる平童術を鎌倉に送る平稚盛､那智の海に身を投げも範頼平家退肘のため都を発す源氏児島で平家と戦ふ義経平家退肘のため那な発す義経渡辺より船出す鹿島の合戦､佐藤嗣借討死

水島合戦生ずさの沙汰宇治川の先陣木曾の最後
捉拝とLt豊の悪一一-t｡､-I.如-の舟#.

海溝下り

柵千通知経書故芝息熊
野手盛章正蓋盛圭度



天 皇 

全文 佻�����

治 
-.･.･.- 

西 
ノ＼ノ＼ 冑��
七フて 

1- ��ﾋ���

月月 

ナこづ17丁_+--EZg 

安る河浦大土酒.捕 迄饕�.hﾘ����

宅法に物佐匂宗の 
の皇統楠正川盛合 

関大れに等に等戦 
に原つてを着を 

差にき嵐京く連 
し建音ににれ 

か礼野速達鎌 
か門山いわ倉 

る警蒜よす誉 
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